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１．はじめに

　土壌は作物生産の基盤だけでなく，物質循環や環境保全などにおいても重要な機能を持ってい
る．土壌特性は気候や母材など自然環境だけでなく，土地利用や土壌管理また肥培管理など人為
環境によって大きな影響を受ける．また，物質循環などの機能も人為的な諸要因によって複雑な
変化・様相を呈す．そのため，複数の処理区を設置し，処理区毎に長期にわたって同一の土壌管
理・肥培管理が実施されてきた連用圃場試験は，圃場管理の作物生産性や土壌特性への影響解析
にとって有効な手段となっている．長期連用圃場試験は公立試験研究機関などで数多く実施さ
れ，肥培管理の土壌理化学性への影響などに関する報告書などが公表されたものの（2）,（3），通常は
単一地点例えば（10）,（12）もしくは同一地域での圃場（6）を解析対象とするものであった．一方，全国を対象
として実施された長期連用圃場試験には，1979～1998年度の土壌環境基礎調査基準点調査一般調
査（以下，基準点調査）およびそれに先だち1975～1978年度に実施された地力実態調査がある．こ
れらの調査は，有機物施用などによる土壌生産力の変化を定量的に明らかにし，科学的・計画的
な地力増進対策の推進を目的に，全国の公立試験研究機関において土壌環境基礎調査事業の一環
として行われた（9）．本調査では，都道府県毎に，その地域の農用地を代表する土壌に，肥培管理
や作付体系を異にした調査圃場が設置され，土壌理化学性や作物収量が１作ごとに調査されてい
る．本調査結果を用いて全国を対象とした解析には，基準点調査中間とりまとめ（7）や全国を対象
とした土壌炭素の変動解析（5）などごくわずかしかない．
　基準点調査中間とりまとめ（7）では，土壌理化学性や作物収量などの変化が土壌群や土壌管理と
の関係から解析されているものの，調査開始時から７～８年連用時までを解析対象とし，かつ解
析結果を土壌タイプ毎などでの指数で表したため，約20年間の調査期間全般にわたる長期変動や
絶対変化などが明確になっていない．また，土壌炭素の変動解析では，変動に対する土壌タイプ
や有機物の施用量の影響などが論じられているものの，機関によってデータフォームや肥培管理
の定義が異なるなどの理由から，有機物の種類や経年変化などは十分解析されていない．さらに，
基準点中間とりまとめの際，dBaseⅢによるデータベース化（8）がなされたものの，電子技術が未
発達なため印刷物によるデータ集であったことや，行政報告書のため頒布先が限られていたこ
となどから十分に活用，普及したとは言い難い．さらに1997年度に調査は終了したにもかかわら
ず，前述したように機関によってデータフォームが異なることや，データ数が膨大なことなどか
ら，全国を対象とした解析はもとよりデータベース化もなされていない．そこで，著者らは，基
準点調査およびそれに先だって実施された地力実態調査結果を対象に，データの散逸を防止し効
率的な解析を行うため，農林水産省生産局によって収集されたデータをもとに解析が可能な同一
フォームによるデータベースを作成した．さらに，主として畑圃場における作物による養分など
の吸収特性および土壌物理性のデータを追加するとともに，データを効率的に検索・抽出するシ
ステムを構築した．ここでは，基準点調査の概要を紹介するとともに，構築した基準点調査デー
タベースの内容と特徴について報告する．
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２．基準点調査とデータベースの概要

　１）基準点調査の概要
　基準点調査では全国各都道府県の代表的な土壌の水田および畑・樹園地（以下畑とする）に調査
地点を設け，水田では夏作は水稲，冬作は調査地点周辺の慣行作付法を適用し，また，畑では調
査地点周辺の慣行作付体系を参考に作物が選択され栽培された．原則として調査区の配置，品種，
栽培法は固定されている．圃場規模は10a以上，これを有機物の種類，施用量，輪作体系など土
壌に及ぼす影響を勘案し，一調査区0.5a以上２連性で実施している．通常，窒素無施用区，化学
肥料単用区，有機質資材施用区（化学肥料に有機質資材を上乗せ施用した処理区），総合改善区（化
学肥料と有機質資材以外に当該圃場の実態を考慮して土壌改良資材を施用したり深耕などを施し
た処理区）が設置されている．化学肥料単用区では化学肥料を，有機質資材施用区では化学肥料
以外に原則として，水田圃場では稲わら500㎏/10aもしくは堆肥1000㎏/10aが，畑圃場では概ね
１作当たり堆肥1500㎏/10aを施用することとなっている．データベース化したデータは1979年よ
り1998年に実施された基準点調査が中心になっているものの，1975年より開始された地力実態調
査より引き継がれたものも若干存在する．
　事業にて指定された調査項目は，当該圃場近辺の気象，調査開始時および終了時の土壌断面調
査，土壌理化学性，かんがい用水の用水量と化学性，施用有機物の化学性，作物体の養分含有率，
作物の生育状況，病虫害および気象災害の発生状況である．

　２）データベースの構築と概要
　本データベースに格納されている水田122地点，畑116地点の圃場の概要を付表１，付表２に，
また，調査項目を表１に示す．本データベースの基となった農林水産省農蚕園芸局農産課（現生
産局農産振興課）により収集された基準点調査結果は事業にて指定された調査項目の一部しか含
んでいないこと，また，データの欠損や位取りの誤りなど異常値が存在すること，処理区や作付
体系を示す語句の名称や様式が不統一であることなど，基本データ集として欠点を有していた．
しかし，本結果が多数の実施機関より既に収集されたデータ集であること，また，電子化された
ファイルよりなることなどデータベース構築には極めて好都合な点を有していた．そこで，これ
を基にデータベースの基本フレームを作成し，その後，項目やデータを随時追加・修正すること
とした．
　データベース化に際し，再区分や再定義の必要性を検討した．その結果，地目分類，作物類型，
施用有機物種類および残さ処理法の区分については特に問題が認められないこと，また，情報不
足のため再区分が困難なことなどの理由により農林水産省生産局の収集した調査結果を踏襲した
（表２，３）．一方，作付体系や処理区は実施機関によって不統一であったため，再定義化を行った．
これまで４つに区分されていた作付体系を，表４に示すように作付回数や作付パターンなどによ
り10区分に分類した．また，処理区のカテゴリを化学肥料の施用条件や有機物の施用有無などに
より処理区大分類，処理区細分類および処理区備考に再区分し，前者２分類をコード化しデータ
ベースに追加した（旧処理区カテゴリもデータベースには格納されている）（表５）．と同時に，未
分類であった土壌改良資材を資材投入の目的を踏まえて，表６のように区分した．次に，作物名
や品種名のコード化と作期を追加し，作物からの検索を可能とした．さらに，中央農業総合研究
センター（旧）土壌肥料部が保有している土壌保全対策事業報告書より欠損データの補完や異常値
の訂正を行った．
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表 1．データベースに格納されている調査項目

表 2．地目・作物・作付型による区分
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表 3．作物類型，施用有機物，残さ処理の区分一覧

表 4．作付体系分類一覧
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表 5．処理区一覧

表 6．土壌改良資材分類一覧

　作物による養分などの吸収特性の値は施肥基準の設定や圃場における土壌表面収支の算出など
の際に，また，土壌物理性は有機物施用の土壌環境への影響を検討する際に重要である．そこで，
前述した土壌保全対策事業報告書を基に，主に畑圃場を対象に，収穫物の窒素，リン酸，カリ，
カルシウム，マグネシウム，ナトリウム，亜鉛，銅，マンガン，鉄の含有量と収奪量のほかに，
土壌の固相率，液相率，気相率，pF0水分量，pF1.5水分量，pF2.7水分量，pF4.2水分量，透水
係数のデータを追加した．
　データベースは，都道府県ごとに作成した作付体系ファイル，土壌分析ファイル，圃場一覧
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ファイル，土壌断面ファイルよりなる（図１）．作付体系ファイルは肥培管理，作目，収量などの
データが記載された圃場毎のワークシートから，土壌分析ファイルは土壌理化学性データが記載
された圃場毎のワークシートから，圃場一覧ファイルは圃場所在地や土壌タイプなど（農耕地土
壌分類第２次案による分類）のデータから，土壌断面ファイルは土壌断面特性のデータからなる．
データは別添CD-ROMに格納されWebブラウザ検索システムを介してテキスト形式で，自治体
名，圃場名，処理区名，調査年次，作物名，肥料施用量，施用有機質資材名および施用量，収量，
土壌の一般理化学性などを出力することができる（図２および付属の検索システム使用マニュア
ル）．

図 1．基準点調査結果のデータベースの構造

図 2．Web ブラウザ上の検索画面と検索結果
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３．入力されているデータの特徴

　１）各圃場の土壌の種類と連用年数
　各圃場の土壌統群名を付表１（水田）および付表２（畑）に，地域区分および都道府県コードを表
７に，地域別の土壌群数を表８（水田）および表９（畑）に示した．水田圃場は灰色低地土64地点，
グライ土28地点，多湿黒ボク土13地点，黄色土８地点，褐色低地土４地点，泥炭土２地点，黒ボ
ク土１地点，灰色台地土１地点，造成低地土１地点よりなり，灰色低地土，グライ土，多湿黒ボ
ク土，黄色土が，全地点のそれぞれ53%，23%，11%，７%を占めている．一方，畑圃場は黒ボ
ク土43地点，黄色土19地点，褐色森林土13地点，灰色低地土11地点，多湿黒ボク土８地点，褐色
低地土６地点，灰色台地土４地点，赤色土４地点，砂丘未熟土２地点，暗赤色土１地点よりなり，
黒ボク土，黄色土，褐色森林土，灰色低地土がそれぞれ全地点の37%，16%，11%，９%を占める．
灰色低地土の水田圃場は近畿で若干少ないものの北海道を除きほぼ全国に設置されている．また，
グライ土の水田圃場は関東・東山，北陸に多く，東海以西で少ない．また，黒ボク土の畑圃場は
関東・東山，九州，東北に多く，黄色土の畑圃場は東海，近畿，九州，中国に設置されている．
このような水田圃場の設置の特徴はわが国の水田土壌の地域別土壌群分布（1）とほぼ一致し，基準
点調査結果の水田圃場全体を対象とした解析結果はわが国の水田の特徴を概ね反映すると解釈さ
れる．一方，畑圃場ではわが国の畑土壌の地域別土壌型分布（1）に比べ黄色土や灰色低地土の割合
が高く，北海道での黒ボク土や褐色低地土の割合が低い．そのため，基準点調査結果での畑圃場
全体を対象とした解析結果は，黄色土や灰色低地土の特性が少々強く，また，北海道の土壌の影
響が少々弱く現れると予想される．また，連用年数20年以上の水田圃場は45圃場，畑圃場は20圃場，
10年以上の水田圃場は78圃場，畑圃場は54圃場存在する（表10）．特に，水田の灰色低地土，グラ
イ土，畑の黒ボク土では20年以上の連用圃場がそれぞれ19圃場，16圃場，12圃場存在し，地域間
の比較が可能と思われる．

表 7．地域区分および都道府県コード
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表 8．地域別・土壌統群別の水田圃場数

表 9．地域別・土壌統群別の畑圃場数
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表 10．水田、畑圃場それぞれの土壌群別連用年数

　２）作付体系
　地域別の作付体系別圃場数を表11（水田），表12（畑）に示す．水田では水稲単作は77圃場と全体
の2/3を占める．その他の45圃場の中で，毎年同じ組み合わせで繰り返し作付される圃場が31圃場，
さらに冬作の作物が数回変更されて作付されている圃場までも含めると37圃場となり，これらが
１年２作付圃場の大半を占める．地域別では北海道，東北，北陸の全圃場が水稲単作であるのに
対し，九州の全圃場では１年２作，また，関東・東山，東海，近畿，中国，四国では水稲単作と
１年２作が混在する（近畿以西で１年２作の割合が高い）．なお，途中で作付が変更された水田圃
場は14圃場存在する．
　畑では通年作が12圃場，単作が39圃場，１年２作が63圃場，１年３作が２圃場存在する．北海
道を除き他の地域には１年２作圃場が存在し，関東以西では各地域での畑圃場における１年２作
圃場の割合は高く，６割以上を占める．連作（１年１作または２作で同じ作物の連作）は20圃場，
交互連作（１年２作で同じ作物の組み合わせの連作）は26圃場，数種類の作物が冬作として連続し
て繰り返し作付されている圃場も含めると45圃場となる．

表 11．地域別・作付体系別水田圃場数
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　３）各圃場の供試作物
　地域別・供試作物別の圃場数を表13（水田），表14（畑）に示す．水田での冬作物はコムギ，オオ
ムギ（ビールムギ），ハダカムギ，イタリアンライグラス，キャベツ，レタス，ダイコン，タマネギ，
ダイズ，エンバクなど15作目であるが，その６割強が，コムギ，オオムギ（ビールムギ），ハダカ
ムギの作付である．特に近畿では冬作に野菜類が多く作付けされている．一方，畑においては北
海道ではイモ，ムギ，マメ類（普通作物）が，東海，近畿，中国、四国では野菜が，九州では普通
作物および飼料作物が，東北や関東・東山では野菜および普通作物（北海道と東海、近畿、中国、
四国の中間型）が主要な作付作物となり，概ね耕地利用の現状(4)と一致し，ほぼわが国の作物作
付状況を表現していると考えられる．

　４）施用有機物
　表15に試験圃場に施用された有機質資材の種類とその処理区数を，また，表16に施用量を示す．
堆肥は稲わら堆肥，木質資材混合厩肥の副資材はオガクズ，また木質資材堆積物はバーク堆肥が
多く，緑肥や落ち葉などは稲わら・麦わらに含まれる．水田では稲わら・麦わら，稲わら堆肥が
主要な有機質資材であり，施用量１t/10a/作以下が有機質資材投入区全体の約70%を占めるものの，
中には５t/10a/作以上の圃場も存在する．一方，畑では牛ふん尿厩肥や稲わら堆肥などが主要な
有機質資材である．１t/10a/作～５t/10a/作が有機質資材投入区全体の約60%を占め, ５t/10a/作
以上の圃場も約15%，中には20t/10a/作も存在する．以上のように多種類の有機質資材を含み，
かつ様々な投入量が存在することから，有機質資材の面からも幅広い解析が可能と思われる．

　５）作物による養分などの吸収特性および土壌物理性
　作物による養分などの吸収特性および土壌物理性のデータを追加した圃場一覧を表17に示す．
追加した圃場は58圃場，うち養分などの吸収特性データのある圃場は54圃場，土壌物理性データ
のある圃場は33圃場である．さらに，作物による養分などの吸収特性および土壌物理性データが
存在する作付の回数を，作物別および項目別に表18に示す．全作についてデータがある圃場は皆
無であり，大半が全作付回数の半数以下とはいえ，ハクサイやキャベツ，ダイコン，スイートコー
ン，バレイショなどの作物では，養分などの吸収特性のデータのある作付回数がのべ30を超え，
近年とりまとめられた尾和による作物の養分吸収調査報告（11）のデータ数と同等以上の作数となっ
ている．さらに，本データベースには慣行の化学肥料区だけでなく，肥培管理の異なる処理区の
データが多数含まれることから，養分収支の試算や施肥基準の設定の際に有用であるだけでなく，
有機物施用基準の設定の際にも有効なデータ群となる．

表 12．地域別・作付体系別畑圃場数
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表 13．地域別の供試作物別水田圃場数
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表 14．地域別の供試作物別畑圃場数
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表 15．有機質資材の種類と処理区の延べ数 表 16．有機質資材の施用量と処理区の延べ数

表 17．収穫物による養分などの吸収特性および土壌物理性データ追加圃場一覧
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４．おわりに

　農林水産省土壌保全対策事業の一環として約20年間にわたって，全国の公立試験研究機関に
よって実施されてきた長期連用試験に関するデータベースを構築した．本データベースは併せて
作成した検索システムによってデータを検索・抽出できる．本データベースには圃場の土壌断面・
土壌分類名，作付された作物名や品種名，土壌の理化学性，作物の収量，肥培管理状況などのデー
タが格納されており，かつ，全国を対象としていることから，抽出したデータより，各地域にお
ける，圃場管理の作物生産性や土壌特性への影響解析が可能であり，また，土壌管理方策などの
策定などへの活用が期待される．

　謝辞………………………

　土壌環境基礎調査基準点調査一般調査は全国の公立試験研究機関とその担当者によって長期に
わたり続けられた事業である．心より感謝の意を表す．農林水産省生産局農産振興課からはデー
タの提供を，また，中央農業総合研究センター（旧）土壌肥料部原田靖生部長，九州沖縄農業研究
センター（旧）環境資源部金森哲夫部長，中央農業総合研究センター木村武研究管理監には本デー
タベース化に際し，懇篤なご助言をいただいた．さらにデータ整理や入力などに際して黒崎恵子
氏，津久井道子氏に多大のご協力をいただいた．ここに記してこれらの方々に謝意を表す．
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菜
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葉
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菜

豆
茎

莢
（
7
5
・
7
9
・
8
3
年

：
2
8
1
～

6
4
3
）
・
甜

菜
茎

葉
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作
3

第
作

2
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作
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第

  
北

海
道

 
  
  
 天

北
8
9
-
9
7

9

ア
ル

フ
ァ

ル
フ

ァ
・
オ

ー
チ

ャ
ー

ド
グ

ラ
ス

混
播

褐
色

森
林

土
（
安

別
統

）
ア

ル
フ

ァ
ル

フ
ァ

・
オ

ー
チ

ャ
ー

ド
グ

ラ
ス

混
播

（
リ
ュ

テ
ス

，
キ

タ
ミ
ド

リ
）

厩
肥

(9
2
・
9
4
-
9
7
年

：
2
0
0
0
)

7
6
-
7
9

4
六

戸
町

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
桜

統
）

ラ
イ

ム
ギ

(7
6
年

)，
白

菜
（
春

秋
）
(7

7
・
7
8
年

)，
バ

レ
イ

シ
ョ

（
メ

ー
ク

イ
ン

）
(7

9
年

)
緑

肥
，

堆
肥

(2
0
0
0
)，

[堆
肥

(2
0
0
0
)・

よ
う

り
ん

（
初

年
度

）
]

8
0
-
8
9

1
0

天
間

林
村

1
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
桜

統
）

ダ
イ

コ
ン

（
青

首
大

根
）
(8

0
・
8
1
年

)，
バ

レ
イ

シ
ョ
（
ト
ヨ

シ
ロ

，
メ

ー
ク

イ
ン

）
(8

2
・
8
7
年

)，
エ

ダ
マ

メ
（
ユ

キ
ム

ス
メ

）
(8

3
年

)，
ニ

ン
ジ

ン
（
新

黒
田

5
寸

，
金

港
4
寸

）
(8

4
・
8
9

年
)，

コ
ム

ギ
（
青

刈
）
（
キ

タ
カ

ミ
コ

ム
ギ

）
(8

5
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
金

系
2
0
1
）
(8

6
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ピ

ー
タ

ー
コ

ー
ン

）
(8

8
年

)

牛
ふ

ん
稲

わ
ら

堆
肥

(8
0
-
8
3
年

：
1
5
0
0
，

8
4
-
8
9
年

：
2
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
稲

わ
ら

堆
肥

(8
0
-
8
3
年

：
1
5
0
0
，

8
4
-
8
9
年

：
2
0
0
0
)・

改
良

資
材

（
施

用
年

あ
り

）
]

9
0
-
9
5

6
天

間
林

村
2

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
桜

統
）

キ
ャ

ベ
ツ

（
青

葉
，

Ｙ
Ｒ

青
春

）
(9

0
・
9
1
年

)，
ダ

イ
コ

ン
（
献

夏
青

首
，

宮
小

町
）
(9

2
・
9
4
年

)，
ニ

ン
ジ

ン
（
向

陽
2
号

）
(9

3
年

)，
レ

タ
ス

（
サ

マ
ー

ラ
ン

ド
）
(9

5
年

)

牛
ふ

ん
稲

わ
ら

堆
肥

(9
0
年

：
2
0
0
0
）
・
牛

ふ
ん

も
み

が
ら

（
9
1
-
9
5
年

：
2
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
稲

わ
ら

堆
肥

(9
0
年

：
2
0
0
0
）
・
牛

ふ
ん

も
み

が
ら

（
9
1
-

9
5
年

：
2
0
0
0
) 
・
苦

土
生

石
灰

増
肥

（
初

年
度

）
]

9
6
-
9
7

2
天

間
林

村
3

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
桜

統
）

キ
ャ

ベ
ツ

（
Y

R
青

春
，

秋
早

生
）

牛
ふ

ん
も

み
が

ら
(2

0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
も

み
が

ら
(2

0
0
0
)・

重
焼

リ
ン

]

岩
手

7
6
-
9
6

2
1

滝
沢

畑
厚

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
大

津
統

）

短
根

ニ
ン

ジ
ン

(7
6
年

)，
レ

タ
ス

(7
7
年

)，
コ

ム
ギ

（
ナ

ン
ブ

コ
ム

ギ
，

コ
ユ

キ
コ

ム
ギ

）
(7

8
・
8
4
・
8
7
・
9
0
・
9
3
年

)，
ダ

イ
ズ

（
ナ

ン
ブ

シ
ロ

メ
）
(7

9
・
8
2
・
8
5
年

)，
バ

レ
イ

シ
ョ
（
男

爵
）

(8
0
・
8
3
・
8
6
・
8
9
・
9
2
年

)，
エ

ダ
マ

メ
（
ニ

シ
キ

ミ
ド

リ
，

い
わ

て
3
，

錦
秋

）
(8

8
・
9
1
・
9
4
年

)，
エ

ン
バ

ク
（
ヘ

イ
オ

ー
ツ

）
(9

5
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

(9
6
年

)，
デ

ン
ト
コ

ー
ン

（
タ

カ
ネ

ワ
セ

）
(8

1
年

)

ハ
ク

サ
イ

（
春

秋
）
(7

8
・
8
4
・
8
7
年

)，
飼

料
カ

ブ
（
小

岩
井

）
(8

0
年

)，
ダ

イ
コ

ン
（
耐

病
総

太
り

）
(9

0
・
9
3
年

)

牛
厩

肥
(夏

作
7
6
・
7
7
・
7
9
-
8
3
・
8
5
・
8
6
・
8
8
・
8
9
・
9
1
・
9
2
・
9
4
・
9
5
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

7
8
・
8
4
・
8
7
・
9
0
・
9
3
年

：
1
5
0
0
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[牛
厩

肥
(夏

作
7
6
・
7
7
・

7
9
-
8
3
・
8
5
・
8
6
・
8
8
・
8
9
・
9
1
・
9
2
・
9
4
・
9
5
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

7
8
・
8
4
・
8
7
・

9
0
・
9
3
年

：
1
5
0
0
)・

土
改

剤
（
初

年
度

）
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[牛
厩

肥
(夏

作
7
6
・
7
7
・
7
9
-

8
3
・
8
5
・
8
6
・
8
8
・
8
9
・
9
1
-
9
5
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
8
・
8
4
・
8
7
・
9
0
年

：
3
0
0
0
)・

土
改

剤
（
初

年
度

）
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[オ
ガ

ク
ズ

牛
厩

肥
(夏

作
7
6
・
7
7
・
7
9
-
8
6
・

8
8
・
8
9
・
9
1
・
9
2
・
9
4
・
9
5
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

7
8
・
8
4
・
8
7
・
9
0
・
9
3
年

：
1
5
0
0
)・

土
改

剤
（
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年
度

）
]，

[乾
燥

鶏
ふ

ん
(夏

作
7
6
・
7
7
・
7
9
-
8
6
・
8
8
・

8
9
・
9
1
・
9
2
・
9
4
・
9
5
年

：
1
5
0
，

冬
作

7
8
・
8
7
・
9
0
・
9
3
年

：
1
5
0
)・

土
改
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）
]
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7
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-
9
7

2
1

青
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木
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層
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腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
野

々
村

統
）

キ
ャ

ベ
ツ

（
長

岡
交

配
4
季

穫
，

錦
秋

Ｙ
Ｒ

1
0
号

，
マ

ス
ダ

交
配

Ｙ
Ｒ

錦
秋

，
マ

ス
ダ

交
配

Ｙ
Ｒ

夏
晴

）
(7

7
・
7
8
・
8
1
～

9
7
年
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ハ

ク
サ

イ
（
松

島
仲

秋
）
(7

9
・
8
0
年

)

牛
ふ

ん
尿

わ
ら

厩
肥
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7
-
8
6
・
8
8
・
8
9
・
9
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・
9
3
・
9
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3
0
0
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8
7
・
9
0
・

9
1
・
9
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・
9
6
・
9
7
年
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6
0
0
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牛
ふ

ん
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厩
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・
9
1
・
9
4
・
9
6
・
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・
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0
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0
0
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褐
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タ
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褐
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タ
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・
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・
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年
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・
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・
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・
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年
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年
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ダ
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縮
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リ
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リ
ン
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・
8
4
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)
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堆
肥
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作
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2
0
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冬
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4
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0
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稲
わ
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肥
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0
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森
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以
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作
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8
-
8
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郡
山

（
畑

1
）

細
粒

褐
色

低
地

土
，

斑
紋

な
し

（
櫟

下
統

）

ダ
イ

ズ
（
シ

ロ
セ

ン
ナ

リ
）
(7

8
-
8
2
年

)，
ソ

ル
ガ

ム
（
パ

イ
オ

ニ
ア

）
(8

4
年

)，
レ

タ
ス

（
オ

ー
ガ

ス
タ

ー
）
(8

5
・
8
6
年

)，
ブ

ロ
ッ

コ
リ
ー

（
シ

ャ
ス

タ
ー

）
(8

7
年

)，
サ

ラ
ダ

ナ
（
岡

山
サ

ラ
ダ

ナ
）
(8

8
年

)，
ハ

ク
サ

イ
（
金

将
）
(8

3
・
8
9
年

)

オ
オ

ム
ギ

（
ド

リ
ル

ム
ギ

）
(7

7
-
8
2
年

)，
ハ

ク
サ

イ
（
金

将
）
(8

3
・
8
4
・
8
5
・
8
9
年

)，
タ

マ
ネ

ギ
（
ラ

ッ
キ

ー
）
(8

6
・
8
7
年

)

堆
肥

(夏
作

：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

豚
ぷ

ん
(夏

作
7
8
-
8
4
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
8
-
8
3
年

：
3
0
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
豚

ぷ
ん

（
夏

作
8
5
-
8
9
年

：
3
2
0
0
，

冬
作

7
7
年

：
5
0
0
0
，

冬
作

8
4
年

：
3
2
0
0
，

冬
作

8
5
-
8
7
年

：
3
0
0
0
)，

[堆
肥

（
夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
）
・
よ

う
り

ん
（
施

用
年

あ
り

）
]

9
0
-
9
7

8
郡

山
（
畑

2
）

細
粒

褐
色

低
地

土
ブ

ロ
ッ

コ
リ
ー

（
緑

嶺
）
(9

0
-
9
2
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
金

系
2
0
1
）
(9

3
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ピ

ー
タ

ー
6
1
0
）
(9

4
年

)

秋
播

コ
ム

ギ
（
西

海
1
5
7
号

，
ア

ブ
ク

マ
ワ

セ
）

(9
2
-
9
6
年

)，
ハ

ク
サ

イ
（
C

R
歓

喜
1
0
0
）
(9

0
・
9
1

年
)

堆
肥

（
夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

豚
ふ

ん
（
夏

作
：
6
0
0
，

冬
作

：
6
0
0
)，

麦
わ

ら
（
夏

作
9
0
-
9
5
年

：
1
5
0
0
，

夏
作

9
6
-
9
7
年

：
8
0
0
，

冬
作

9
0
-
9
5
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

9
6
年

：
8
0
0
)，

バ
ー

ク
堆

肥
（
夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

下
水

汚
泥

（
夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)

7
6
-
8
4

9
農

試
畑

厚
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
大

津
統

）

カ
ン

シ
ョ
（
高

系
1
4
号

）
(7

7
・
8
0
・
8
3
年

)，
ラ

ッ
カ

セ
イ

（
サ

チ
ホ

マ
レ

）
(7

8
・
8
1
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ハ

ニ
ー

バ
ン

タ
ム

）
(7

9
・
8
2
年

)

二
条

オ
オ

ム
ギ

（
ア

ズ
マ

ゴ
ー

ル
デ

ン
，

は
る

な
二

条
）

牛
ふ

ん
稲

わ
ら

厩
肥

(夏
作

7
7
年

：
1
5
0
0
，

夏
作

7
8
-
8
2
年

：
1
0
0
0
，

冬
作

7
6
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

7
7
-
8
2
年

：
2
0
0
0
)，

牛
ふ

ん
稲

わ
ら

厩
肥

(夏
作

7
7

年
：
3
0
0
0
，

夏
作

7
8
-
8
2
年

：
2
0
0
0
，

冬
作

7
6
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
7
-
8
2

年
：
4
0
0
0
)，

作
物

残
さ

：
ラ

ッ
カ

セ
イ

茎
葉

（
冬

作
7
6
年

：
5
0
0
，

冬
作

7
8

年
：
4
7
7
)・

麦
わ

ら
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

茎
葉

(冬
作

7
9
年

)・
麦

わ
ら

サ
ツ

マ
イ

モ
茎

葉
(冬

作
8
0
年

)・
麦

わ
ら

・
ラ

ッ
カ

セ
イ

茎
葉

(冬
作

8
1
年

)・
麦

わ
ら

(夏
作

7
7
-
7
9
年

：
4
7
3
～

5
8
3
)・

麦
わ

ら
（
マ

ル
チ

）
(夏

作
8
0
-
8
2
年

)・
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

茎
葉

(冬
作

8
2
年

)・
サ

ツ
マ

イ
モ

茎
葉

(冬
作

7
7
年

：
3
7
4
0
)，

乾
燥

豚
ぷ

ん
(夏

作
7
7
-
8
2
年

：
1
5
0
～

7
5
0
，

冬
作

7
6
-
8
2
年

：
2
5
0
～

3
5
0
）

8
4
-
8
6

3
農

研
2
1
6
号

畑
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

ニ
ン

ジ
ン

（
新

黒
田

5
寸

）
(8

4
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
将

軍
）
(8

5
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ハ

ニ
ー

バ
ン

タ
ム

）
(8

6
年

)
二

条
オ

オ
ム

ギ
（
は

る
な

二
条

）
(8

4
・
8
5
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

(夏
作

：
2
1
4
0
～

2
4
3
0
)，

牛
ふ

ん
オ

ガ
ク

ズ
厩

肥
(夏

作
：

1
8
3
0
～

2
3
5
0
)，

乾
燥

豚
ぷ

ん
(夏

作
2
8
7
～

2
8
2
0
)，

麦
わ

ら
(夏

作
：

1
7
0
0
～

2
2
7
0
)，

汚
泥

コ
ン

ポ
ス

ト
(夏

作
：
3
6
4
～

5
6
4
)

8
7
-
9
7

1
1

農
研

2
1
6
号

畑
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

ニ
ン

ジ
ン

（
新

黒
田

5
寸

，
夏

蒔
鮮

紅
5
寸

）
(8

7
・
9
0
・
9
3
・

9
6
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ハ

ニ
ー

バ
ン

タ
ム

，
ピ

ー
タ

ー
コ

ー
ン

，
ピ

ー
タ

ー
6
1
1
）
(8

9
・
9
2
・
9
5
年

)，
チ

ン
ゲ

ン
サ

イ
（
青

帝
，

長
陽

）
(8

8
・
9
1
・
9
4
・
9
7
年

)

二
条

オ
オ

ム
ギ

（
は

る
な

二
条

）
(8

6
-
9
6
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

(夏
作

：
1
4
0
0
～

2
5
4
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
厩

肥
(夏

作
：

2
2
0
～

2
8
0
0
)，

乾
燥

豚
ぷ

ん
(夏

作
：
2
7
0
～

4
4
0
)，

麦
わ

ら
(夏

作
：
1
9
1
0

～
4
9
3
0
)，

汚
泥

コ
ン

ポ
ス

ト
(夏

作
：
2
4
0
～

4
3
0
)

7
7
-
9
7

2
1

宇
都

宮
畑

基
準

点
表

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
七

本
桜

統
）

ダ
イ

ズ
（
タ

チ
ス

ズ
ナ

リ
，

ス
ズ

ユ
タ

カ
）
(7

8
・
8
0
・
8
2
・
8
4
・

8
6
・
8
8
・
9
0
・
9
2
・
9
4
・
9
6
年

)，
陸

稲
（
ヤ

シ
ュ

ウ
ハ

タ
モ

チ
，

ト
ヨ

ハ
タ

モ
チ

）
(7

9
・
8
1
・
8
3
・
8
5
・
8
7
・
8
9
・
9
1
・
9
3
・

9
5
・
9
7
年

)

二
条

オ
オ

ム
ギ

（
ニ

ュ
ー

ゴ
ー

ル
デ

ン
，

ミ
サ

ト
ゴ

ー
ル

デ
ン

）
(7

7
-
9
7
年

)

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
）
，

牛
ふ

ん
(夏

作
：
1
2
0
0
～

3
7
2
0
，

冬
作

：
6
9
6
～

3
5
0
0
）
，

豚
ぷ

ん
(夏

作
：
1
1
5
0
～

2
5
0
0
，

冬
作

：
1
0
4
0
～

2
5
0
0
）

7
7
-
9
7

2
1

宇
都

宮
畑

基
準

点
表

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
七

本
桜

統
）

デ
ン

ト
コ

ー
ン

（
白

デ
ン

ト
，

パ
イ

オ
ニ

ア
）
(7

8
-
9
7
年

)
ハ

ク
サ

イ
（
長

岡
交

配
耐

病
６

１
日

，
無

双
）
(7

8
-

8
4
年

)，
レ

タ
ス

（
ペ

ン
レ

イ
ク

，
グ

レ
ー

ト
レ

イ
ク

ス
，

極
早

生
シ

ス
コ

，
エ

ク
シ

ー
ド

）
(8

5
-
9
7
年

)

二
条

オ
オ

ム
ギ

（
ニ

ュ
ー

ゴ
ー

ル
デ

ン
，

ミ
サ

ト
ゴ

ー
ル

デ
ン

）
(7

7
-
9
7

年
)

麦
わ

ら
（
夏

作
：
3
4
2
～

8
9
9
）
・
稲

わ
ら

堆
肥

（
冬

作
：
1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
（
夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

作
物

残
さ

(デ
ン

ト
コ

ー
ン

)（
夏

作
：

3
6
0
0
～

2
0
0
0
0
）
・
稲

わ
ら

堆
肥

（
冬

作
：
1
5
0
0
)

福
島

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
４

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

継 続 年 数

圃
場

名
土

壌
統

群
名

供
試

作
物

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

茨
城

 栃
木

4
/
1
2

付
表
２
．
畑
圃
場
の
概
要
　
そ
の
４
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0
8
0
7
1
2
中

央
農

研
資

料
図

表
.x
ls

付
表

2

作
3

第
作

2
第

作
1

第

7
6
-
8
5

1
1

基
準

点
一

般
調

査
（
畑

）

淡
色

黒
ボ

ク
土

（
大

河
内

統
）

青
刈

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

（
パ

イ
オ

ニ
ア

3
3
5
8
）
(7

6
・
7
8
・
8
0
・

8
1
・
8
4
・
8
5
年

)，
ス

ダ
ッ

ク
ス

(7
9
・
8
2
・
8
3
年

)，
ソ

ル
ガ

ム
(7

7
年

)

ラ
イ

ム
ギ

（
青

刈
）
(7

5
・
7
8
・
8
0
-
8
5
年

)，
飼

料
カ

ブ
(7

6
年

)，
エ

ン
バ

ク
(7

7
年

)，
青

刈
ナ

タ
ネ

(シ
ー

オ
ー

，
C

O
2
号

）
(7

9
年

)

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
2
年

：
8
0
0
0
）
・
生

牛
ふ

ん
堆

積
物

（
夏

作
8
3
-
8
5

年
：
6
4
0
0
～

1
5
0
0
0
，

冬
作

8
2
-
8
5
年

：
3
2
0
0
）
・
発

酵
牛

ふ
ん

（
夏

作
7
6
-

8
1
年

：
2
0
5
0
～

4
1
3
0
，

冬
作

7
5
-
8
1
年

：
1
1
0
0
～

9
8
3
0
）
，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
2
年

：
1
0
0
0
）
・
生

牛
ふ

ん
堆

積
物

（
夏

作
8
3
-
8
5
年

：
6
4
0
～

1
5
0
0
，

冬
作

8
2
-
8
5
年

：
3
2
0
）
・
発

酵
牛

ふ
ん

（
夏

作
7
6
-
8
1
年

：
3
0
0
～

6
7
5
，

冬
作

7
5
-
8
1
年

：
2
8
3
～

1
5
0
0
）
，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
2
年

：
3
0
0
0
）
・
生

牛
ふ

ん
堆

積
物

（
夏

作
8
3
-
8
5
年

：
1
9
2
0
～

4
5
0
0
，

冬
作

8
2
-

8
5
年

：
9
6
0
）
・
発

酵
牛

ふ
ん

（
夏

作
7
6
-
8
1
年

：
9
0
0
～

2
0
2
0
，

冬
作

7
5
-

8
1
年

：
8
3
3
～

4
5
0
0
）
，

[牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
2
年

：
1
0
0
0
）
・
生

牛
ふ

ん
堆

積
物

（
夏

作
8
3
-
8
5
年

：
6
4
0
～

1
5
0
0
，

冬
作

8
2
-
8
5
年

：
3
2
0
）
・
発

酵
牛

ふ
ん

（
夏

作
7
6
-
8
1
年

：
3
0
0
～

6
7
5
，

冬
作

7
5
-
8
1
年

：
2
8
3
～

1
5
0
0
）
・

重
焼

リ
ン

]

7
8
-
8
0

3
基

準
点

一
般

調
査

（
畑

）

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
四

家
統

）
ダ

イ
コ

ン
（
夏

み
の

早
生

）
(7

8
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
エ

コ
ー

）
(7

9
年

)，
バ

レ
イ

シ
ョ
（
男

爵
）
(8

0
年

)
ラ

イ
ム

ギ
（
青

刈
）
(7

8
-
8
0
年

)
牛

ふ
ん

堆
肥

（
夏

作
：
3
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
)・

苦
土

炭
カ

ル
・
よ

う
り

ん
]，

[バ
ー

ク
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
)・

苦
土

炭
カ

ル
・
よ

う
り

ん
]，

[ラ
イ

麦
鍬

込
み

・
苦

土
炭

カ
ル

・
よ

う
り

ん
]

8
6
-
9
7

1
2

基
準

点
一

般
調

査
（
畑

）

淡
色

黒
ボ

ク
土

（
大

河
内

統
）

デ
ン

ト
コ

ー
ン

（
パ

イ
オ

ニ
ア

1
号

）
(8

6
-
9
7
年

)
ラ

イ
ム

ギ
（
青

刈
）
(8

6
-
9
7
年

)
生

牛
ふ

ん
堆

積
物

(夏
作

：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

 [
生

牛
ふ

ん
堆

積
物

(夏
作

：
7
5
0
0
，

冬
作

：
7
5
0
0
)・

N
P
K

無
施

用
]，

[生
牛

ふ
ん

堆
積

物
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)・

重
焼

リ
ン

]

7
5
-
9
7

2
3

熊
谷

第
１

細
粒

褐
色

低
地

土
（
新

戒
統

）

バ
レ

イ
シ

ョ
（
男

爵
）
(7

6
・
7
8
・
8
0
・
8
2
・
8
4
・
8
6
・
8
8
・
9
0
・

9
2
・
9
4
・
9
6
年

)，
サ

ト
イ

モ
（
石

川
早

生
，

土
垂

）
(7

7
・
7
9
・

8
1
年

)，
タ

マ
ネ

ギ
（
O

L
黄

）
(8

7
・
8
9
・
9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7

年
)，

キ
ャ

ベ
ツ

（
湖

水
）
(8

3
・
8
5
年

)

ネ
ギ

（
深

谷
相

黒
根

深
ネ

ギ
，

西
田

ネ
ギ

）
(7

5
・

7
6
・
7
8
・
8
0
年

)，
タ

マ
ネ

ギ
（
O

L
黄

）
(8

2
・
8
4
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
湖

水
）
(8

7
・
8
9
・
9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7
年

)

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
7
-
8
3
・
8
5
・
8
9
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
5
・
7
6
・
8
4
・
8
7
年

：
3
0
0
0
)・

麦
わ

ら
堆

肥
（
夏

作
8
7
・
9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

8
9
・

9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7
年

：
3
0
0
0
）
，

[稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
7
-
8
3
・
8
5
・
8
9
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
5
・
7
6
・
8
4
・
8
7
年

：
3
0
0
0
)・

麦
わ

ら
堆

肥
（
夏

作
8
7
・
9
1
・

9
3
・
9
5
・
9
7
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

8
9
・
9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7
年

：
3
0
0
0
）
・
下

層
土

破
砕

・
深

耕
]

7
7
-
8
0

4
鶴

ヶ
島

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
米

神
統

）
サ

ト
イ

モ
（
土

垂
）
(7

8
・
8
0
年

)，
バ

レ
イ

シ
ョ
（
男

爵
）
(7

9
年

)
ニ

ン
ジ

ン
（
黒

田
5
寸

）
(7

7
・
7
9
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

(夏
作

7
8
-
8
0
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
7
年

：
3
0
0
0
)，

[稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
8
-
8
0
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
7
年

：
3
0
0
0
)・

よ
う

り
ん

]

7
5

1
大

金
沢

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
米

神
統

）
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
（
千

葉
城

）
(7

5
年

)

7
6
-
8
0

5
大

金
沢

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
米

神
統

）
ニ

ン
ジ

ン
（
M

S
4
寸

，
四

季
5
寸

）
(7

6
-
8
0
年

)
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
（
千

葉
城

）
(7

6
-
8
0
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

(春
作

：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)，

[稲
わ

ら
堆

肥
(春

作
：

1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)・

よ
う

り
ん

]

8
2
-
9
7

1
5

大
膳

野
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
米

神
統

）

ニ
ン

ジ
ン

（
M

S
4
寸

，
金

港
4
寸

，
キ

ン
グ

4
寸

，
キ

ン
グ

5
寸

，
キ

ン
グ

6
寸

，
キ

ン
グ

7
寸

，
U

S
4
寸

，
紅

光
輝

，
向

陽
2
号

）
(8

2
-
9
7
年

)

コ
マ

ツ
ナ

（
み

ず
き

）
(9

6
年

)，
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
（
千

葉
城

，
ア

ト
ラ

ス
，

ソ
ロ

モ
ン

，
お

か
め

）
(8

1
-
9
5
・

9
7
年

)

稲
わ

ら
堆

肥
(春

作
：
1
0
0
0
，

秋
作

：
1
0
0
0
）
，

稲
わ

ら
堆

肥
(春

作
：

2
0
0
0
，

秋
作

：
2
0
0
0
）
，

稲
わ

ら
堆

肥
(春

作
：
5
0
0
0
，

秋
作

：
5
0
0
0
)，

[稲
わ

ら
堆

肥
(春

作
：
2
0
0
0
，

秋
作

：
2
0
0
0
）
・
よ

う
り

ん
]

東
京

7
6
-
9
7

2
2

農
業

試
験

場
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
砂

川
統

）
キ

ャ
ベ

ツ
（
将

軍
甘

藍
，

長
岡

2
号

，
中

早
生

2
号

，
Y

R
錦

秋
）
(7

6
-
9
7
年

)
ダ

イ
コ

ン
（
都

ダ
イ

コ
ン

）
(7

5
-
9
7
年

)
牛

ふ
ん

バ
ー

ク
堆

肥
（
秋

作
7
5
年

：
1
5
0
0
，

春
作

7
6
-
9
7
年

：
3
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
バ

ー
ク

堆
肥

（
秋

作
7
5
年

：
1
5
0
0
，

春
作

7
6
-
9
7
年

：
3
0
0
0
)・

よ
う

り
ん

（
初

年
度

）
]

7
8
-
9
4

1
7

所
内

畑
細

粒
灰

色
低

地
土

（
藤

代
統

）
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ハ

ニ
ー

バ
ン

タ
ム

）
(7

9
-
9
4
年

)
キ

ャ
ベ

ツ
（
金

系
2
0
1
）
(7

9
-
9
4
年

)
牛

ふ
ん

堆
肥

(夏
作

：
1
0
0
0
，

秋
作

：
1
0
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：

2
0
0
0
，

秋
作

：
2
0
0
0
)

7
5
-
7
9

5
三

浦
厚

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
久

米
川

統
）

ダ
イ

コ
ン

（
松

輪
系

）
(7

5
-
8
0
年

)
牛

ふ
ん

堆
肥

(1
0
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(2

0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
堆

肥
(2

0
0
0
)・

深
耕

6
0
cm

（
初

年
度

）
]

供
試

作
物

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

継 続 年 数

圃
場

名
土

壌
統

群
名

千
葉

神
奈

川

埼
玉

群
馬

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
５

都
道

府
県

名

5
/
1
2

付
表
２
．
畑
圃
場
の
概
要
　
そ
の
５



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴
0
8
0
7
1
2
中

央
農

研
資

料
図

表
.x
ls

付
表

2

作
3

第
作

2
第

作
1

第

7
6
-
8
0

5
三

浦
厚

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
久

米
川

統
）

キ
ャ

ベ
ツ

（
金

系
2
0
2
）
(7

5
-
8
0
年

)
牛

ふ
ん

堆
肥

(1
0
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
（
2
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
堆

肥
(2

0
0
0
)・

深
耕

6
0
cm

（
初

年
度

）
]

7
6
-
7
9

4
三

浦
厚

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
久

米
川

統
）

ス
イ

カ
（
日

章
レ

ッ
ド

）
(7

5
-
8
0
年

)
牛

ふ
ん

堆
肥

(1
0
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(2

0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
堆

肥
(2

0
0
0
)深

耕
6
0
cm

（
初

年
度

）
]

9
6
-
9
7

2
上

吉
沢

厚
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
大

津
統

）
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ハ

ニ
ー

バ
ン

タ
ム

）
(9

6
-
9
7
年

)
キ

ャ
ベ

ツ
（
金

系
2
0
1
）
(9

6
・
9
7
年

)
牛

ふ
ん

堆
肥

(夏
作

：
2
0
0
0
，

冬
作

：
2
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：

2
0
0
0
，

冬
作

：
2
0
0
0
)・

な
た

ね
油

粕
(2

5
0
kg

/
1
0
a（

夏
作

)]

山
梨

7
5
-
9
5

2
1

長
坂

淡
色

黒
ボ

ク
土

（
丸

山
統

）
バ

レ
イ

シ
ョ
（
男

爵
，

メ
ー

ク
イ

ン
）
(7

8
・
8
2
-
9
4
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ハ

ニ
ー

バ
ン

タ
ム

，
ゼ

リ
ー

）
(7

7
・
8
0
年

)

ハ
ク

サ
イ

（
無

双
，

早
生

み
ど

り
，

6
0
日

白
菜

，
王

将
，

金
将

２
号

，
隆

徳
）
(7

5
・
7
8
・
8
0
・
8
2
-
9
4

年
)，

加
工

ト
マ

ト
（
早

生
ダ

ル
マ

）
(7

6
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
四

季
ど

り
）
(7

年
7
)，

ネ
ギ

（
太

ね
ぎ

）
(7

9
年

)，
ブ

ロ
ッ

コ
リ
ー

(8
1
年

)，
ニ

ン
ジ

ン
（
鮮

紅
5

寸
）
(9

5
年

)

稲
わ

ら
堆

肥
（
夏

作
7
7
・
7
8
・
8
2
-
9
4
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

7
5
・
7
6
・
7
9
-
8
1
・
9
5

年
：
1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
7
・
8
0
・
8
2
-
9
4
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

7
5
-

7
9
・
8
1
・
9
5
年

：
3
0
0
0
)，

稲
わ

ら
(夏

作
7
7
・
7
8
・
8
2
-
9
4
年

：
5
0
0
，

冬
作

7
5
・
7
6
・
7
9
-
8
1
・
9
5
年

：
5
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
7
7
・
7
8
・
8
2
-
9
4
年

：
2
0
0
0
，

冬
作

7
5
・
7
6
・
7
9
-
8
1
・
9
5
年

：
2
0
0
0
)，

落
ち

葉
(夏

作
7
7
・
7
8
・
8
2
-

9
4
年

：
4
0
0
，

冬
作

7
5
・
7
6
・
7
9
-
8
1
・
9
5
年

：
4
0
0
)，

[稲
わ

ら
堆

肥
（
夏

作
7
7
・
7
8
・
8
2
-
9
4
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

7
5
・
7
6
・
7
9
-
8
1
・
9
5
年

：
1
5
0
0
)・

よ
う

り
ん

・
F
T

E
な

ど
]

8
2
-
9
6

1
5

菅
平

試
験

地
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
俵

坂
統

）

カ
ブ

（
た

か
ね

，
春

ま
き

1
3
号

，
ス

ワ
ン

,ハ
ク

レ
イ

）
(8

5
・

8
9
・
9
2
・
9
4
年

)，
レ

タ
ス

（
シ

ナ
ノ

グ
リ
ー

ン
）
(9

0
・
9
1
・
9
3

年
)，

ホ
ウ

レ
ン

ソ
ウ

（
サ

ン
ラ

イ
ト
）
(8

6
年

)

ハ
ク

サ
イ

（
春

秋
，

空
海

，
C

R
1
2
，

優
黄

）
(8

2
・

8
4
・
8
6
・
8
9
・
9
0
・
9
1
・
9
3
・
9
4
・
9
6
年

)，
ニ

ン
ジ

ン
（
ゴ

ー
ル

ド
チ

ャ
ン

テ
ネ

ー
，

K
C

-
2
9
4
）
(8

3
・
9
5

年
)，

カ
ブ

（
ハ

ク
レ

イ
）
(8

7
年

)，
グ

リ
ー

ン
ボ

ー
ル

(9
2
年

)，
レ

タ
ス

（
シ

ナ
ノ

グ
リ
ー

ン
）
(8

5
・
8
8
年

)

厩
肥

(夏
作

8
5
・
8
6
・
8
8
－

9
4
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

8
2
年

：
1
0
0
0
，

冬
作

8
3
・

8
4
・
8
7
・
9
5
・
9
6
年

：
1
5
0
0
)

7
6
-
8
1

6
川

上
試

験
地

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
俵

坂
統

）
)

0
0

0
2(

肥
厩

)
年

1
8

-
6

7(
）

ア
ピ

ン
リ

オ
，

9
5

6
サ

ッ
メ

（
ス

タ
レ

7
6
-
7
9

4
飛

騨
1

細
粒

黄
色

土
（
赤

山
統

）
）

双
無

（
イ

サ
ク

ハ
）

太
総

病
耐

（
ン

コ
イ

ダ
稲

わ
ら

堆
肥

(夏
作

：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

秋
作

：
3
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

秋
作

：
3
0
0
0
)

8
0
-
8
4

5
飛

騨
2

細
粒

黄
色

土
（
赤

山
統

）
）

双
無

（
イ

サ
ク

ハ
）

太
総

病
耐

（
ン

コ
イ

ダ
稲

わ
ら

堆
肥

(夏
作

：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

秋
作

：
3
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

秋
作

：
3
0
0
0
)

8
5
-
9
4

1
0

飛
騨

3
細

粒
黄

色
土

（
赤

山
統

）
ダ

イ
コ

ン
（
耐

病
総

太
）
(8

5
-
9
1
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
秋

徳
）

(9
2
-
9
4
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

(8
5
-
8
6
年

：
1
5
0
0
，

8
7
-
9
4
年

：
3
0
0
0
)，

バ
ー

ク
牛

ふ
ん

堆
肥

(4
0
0
0
)，

バ
ー

ク
牛

ふ
ん

堆
肥

(6
0
0
0
)

7
6
-
7
9

4
農

試
機

械
営

農
部

内
畑

礫
質

赤
色

土
（
三

方
原

統
）

青
刈

り
ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

(7
6
年

)，
青

刈
ダ

イ
ズ

(7
7
-
7
9
年

)
ダ

イ
コ

ン
(7

6
・
7
7
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
(7

8
年

)
ス

ラ
ッ

ジ
堆

肥
(夏

作
：
5
0
0
0
)，

ス
ラ

ッ
ジ

堆
肥

(夏
作

：
1
0
0
0
0
)，

ス
ラ

ッ
ジ

堆
肥

(夏
作

：
2
0
0
0
0
)

7
7
-
7
9

3
農

試
内

畑
細

粒
灰

色
低

地
土

，
灰

色
系

（
四

倉
統

）
ナ

ス
(7

8
年

)，
カ

ン
シ

ョ
（
高

系
１

４
号

）
(7

9
年

)
キ

ャ
ベ

ツ
（
冬

駿
河

）
(7

7
-
7
9
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

(冬
作

：
1
0
0
0
0
)，

牛
ふ

ん
厩

肥
(冬

作
：
1
0
0
0
0
)，

[稲
わ

ら
堆

肥
(冬

作
：
1
0
0
0
0
)・

N
無

施
用

]

8
0
-
9
7

1
8

豊
田

東
黄

色
畑

細
粒

黄
色

土
（
新

野
統

）
カ

ン
シ

ョ
（
高

系
１

４
号

，
紅

高
系

）
(8

0
-
9
7
年

)
キ

ャ
ベ

ツ
（
春

汐
）
(8

0
-
9
7
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

（
冬

作
：
2
0
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
（
冬

作
：
5
0
0
0
)，

豚
ぷ

ん
厩

肥
(冬

作
：
5
0
0
0
)，

バ
ー

ク
堆

肥
（
冬

作
：
5
0
0
0
)

8
0
-
9
7

1
8

豊
田

東
黒

ボ
ク

土
畑

厚
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
長

光
地

統
）

カ
ン

シ
ョ
（
高

系
1
4
号

，
紅

高
系

）
(8

0
-
9
7
年

)
キ

ャ
ベ

ツ
（
春

汐
）
(8

0
-
9
7
年

)
稲

わ
ら

堆
肥

（
冬

作
：
2
0
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
（
冬

作
：
5
0
0
0
)，

豚
ぷ

ん
厩

肥
(冬

作
：
5
0
0
0
)，

バ
ー

ク
堆

肥
（
冬

作
：
5
0
0
0
)

供
試

作
物

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

長
野

岐
阜

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
６

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）
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5
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6
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色

土
（
登

栄
西

統
）

ソ
ル

ゴ
ー

（
ソ

ル
ダ

ン
）

オ
オ

ム
ギ

（
初

風
）
(7

5
年

)，
コ

ム
ギ

（
初

穂
）
(7

6
-

8
0
年

)

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

豚
ぷ

ん
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)，

[稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

1
5
0
0
)・

頁
岩

1
5
t（

初
年

度
）
]

8
1
-
9
6

1
6

長
久

手
畑

中
粗

粒
灰

色
台

地
土

（
長

久
手

統
）

キ
ャ

ベ
ツ

（
Y

R
錦

秋
，

Y
R
5
0
号

）
(8

2
・
8
4
年

)，
ダ

イ
コ

ン
（
旭

光
青

春
）
(8

3
年

)，
ソ

ル
ゴ

ー
（
ソ

ル
ダ

ン
）
(8

1
・
8
5

年
)，

グ
リ
ー

ン
ミ
レ

ッ
ト
(8

7
年

)

キ
ャ

ベ
ツ

（
Y

R
錦

秋
）
(8

1
年

)，
ダ

イ
コ

ン
（
耐

病
総

太
り

）
(8

2
・
8
5
・
8
7
-
9
7
年

)，
ハ

ク
サ

イ
（
無

双
，

千
勝

）
(8

3
・
8
6
年

)

タ
マ

ネ
ギ

(淡
路

中
甲

高
黄

）
(8

4
～

9
6
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
（
夏

作
8
1
-
8
5
・
8
7
年

：
6
0
0
0
，

冬
作

8
6
・
8
8
-
9
7
年

：
6
0
0
0
）
，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
1
-
8
5
・
8
7
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

8
1
-
8
3
・
8
5
・

8
6
・
8
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-
9
7
年

：
3
0
0
0
，

春
作

8
4
-
9
6
年

：
3
0
0
0
）
，

牛
ふ

ん
堆

肥
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夏

作
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1
-
8
5
・
8
7
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

8
1
-
8
3
・
8
5
・
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6
・
8
8
-
9
7
年

：
1
5
0
0
，

春
作

8
4
-
9
6
年

：
1
5
0
0
）
，

牛
ふ

ん
堆

肥
（
夏

作
8
1
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

8
1
年

：
3
0
0
0
）
・
稲

わ
ら

堆
肥

（
夏

作
8
2
-
8
5
・
8
7
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

8
2
・
8
3
・
8
5
・

8
6
・
8
8
-
9
7
年

：
3
0
0
0
，

春
作

8
4
-
9
6
年

：
3
0
0
0
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，

稲
わ
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（
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作
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-
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5
・
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，
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作
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3
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-
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シ
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系
1
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号

）
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-
8
2
年

)，
ダ

イ
コ

ン
（
夏

み
の

早
生

1
号

）
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6
年
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ス

イ
ー
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コ

ー
ン

（
ハ

ニ
ー

バ
ン

タ
ム
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リ
ー

バ
ン

タ
ム
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カ
イ
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ー

ク
，

ア
メ

リ
カ

ン
ス

イ
ー

ト
，

ハ
ニ

ー
バ

ン
タ

ム
6
0
0
）
(8

3
-
9
7
年

)

ビ
ー

ル
ム

ギ
（
成

城
1
7
号

，
天

城
2
条

，
赤

城
2

条
）
(7

5
-
8
5
年

)，
秋

播
コ

ム
ギ

（
フ

ク
ホ

コ
ム

ギ
，

農
林

6
1
号

）
(8

6
-
9
6
年

)

稲
わ

ら
（
冬

作
7
5
年

・
夏

作
7
6
年

：
5
0
0
）
・
麦

わ
ら

（
冬

作
7
8
年

・
夏

作
7
9

年
：
5
0
0
）
・
麦

わ
ら

堆
肥

（
冬

作
7
6
-
7
7
年

・
夏

作
7
7
-
7
8
年

・
冬

作
8
0
年

・
夏

冬
作

8
1
-
9
6
年

：
1
5
0
0
）
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ら
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作
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9
年

・
夏

作
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5
0
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燥
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ふ
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作

7
5
年

・
夏

冬
作
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年
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作
8
3
年
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0
0
）
・
発
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牛

ふ
ん

堆
肥

（
冬

作
8
3
年

・
夏

冬
作

8
4
-
9
7
年

：
1
5
0
0
)・

N
P
K

減
肥

年
あ

り
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稲

わ
ら

（
冬
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7
5
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6
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麦
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6
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5
0
0
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ら

堆
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（
冬

作
7
9
年

・
夏

作
8
0
年

：
1
5
0
0
)・

よ
う

り
ん

・
深

耕
（
初

作
）
]

7
7
-
8
5

9
茶

細
粒

黄
色

土
，

斑
紋

あ
り

（
蓼

沼
統

）
茶

（
や

ぶ
き

た
）

バ
ー

ク
堆

肥
(3

0
0
0
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豚
ぷ

ん
(3

0
0
0
)，

[バ
ー

ク
堆

肥
(7

7
年

：
5
0
0
0
，

7
8
-
8
5
年

：
3
0
0
0
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深
耕

]

8
8
-
9
7

1
0

茶
細

粒
黄

色
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，
斑

紋
あ

り
（
蓼

沼
統

）
茶

（
や

ぶ
き

た
）

バ
ー

ク
堆

肥
(1

5
0
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[バ
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ク
堆

肥
(1

5
0
0
)・

深
耕
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京
都

7
7
-
8
8

1
2
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部

細
粒

黄
色

土
（
矢

田
統

）
ス

ラ
グ

イ
ラ

ン
ア

リ
タ

イ
シ

コ
ロ

モ
ウ

ト
生

牛
ふ

ん
(夏

作
：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
）
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牛

ふ
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(夏
作

：
6
0
0
0
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冬
作

：
6
0
0
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)・

N
P
K

減
肥
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牛
ふ

ん
(夏

作
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1
2
0
0
0
)・

N
P
K

無
施
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（
夏

作
）
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阪

7
6
-
8
3

8
農

林
技

術
セ

ン
タ

ー
果

樹
園

中
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粒
黄

色
土
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福

田
統

）
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ウ

（
デ

ラ
ウ
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ー
ク

堆
肥

（
1
0
0
0
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7
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1

6
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粒

褐
色
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裏

谷
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ウ
レ

ン
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キ
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グ
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ブ

デ
ン
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ー

ク
，

ニ
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ア
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）
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6
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8
0
年

)，
ハ

ク
サ

イ
(8

1
年

)
ホ

ウ
レ

ン
ソ

ウ
（
ニ

ュ
ー
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ジ

ア
）
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わ

ら
（
春

作
：
1
0
0
0
）
，
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わ

ら
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春

作
：
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0
0
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春
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イ
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（
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わ

ら
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春

作
：
1
5
0
0
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わ
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作
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5
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・

牛
ふ

ん
（
春

作
：
7
5
0
)

和
歌

山
7
6
-
9
7

2
2

1
4
号

田
細

粒
黄

色
土

，
斑

紋
あ

り
（
蓼

沼
統

）
サ

ツ
マ

イ
モ

（
高

系
1
4
号

）
(7

7
-
8
7
年

)，
カ

ボ
チ

ャ
（
え

び
す

）
(8

8
-
9
7
年

)
キ

ャ
ベ

ツ
（
湖

月
）
(8

3
-
9
6
年

)，
レ

タ
ス

（
グ

レ
ー

ト
レ

イ
ク

ス
3
6
6
）
(7

6
-
8
2
年

)

牛
ふ

ん
オ

ガ
ク

ズ
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)，

[牛
ふ

ん
オ

ガ
ク

ズ
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)・

石
灰

窒
素

]，
[牛

ふ
ん

オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

(夏
作

：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)・

よ
う

り
ん

]

兵
庫

7
7
-
8
5

9
神

出
礫

質
黄

色
土

（
管

出
統

）
ハ

ク
サ

イ
（
耐

病
7
0
日

，
耐

病
6
0
日

）
タ

マ
ネ

ギ
（
も

み
じ

，
O

・
K

黄
）

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
（
秋

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
）
，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
（
秋

作
：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
）

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

供
試

作
物

土
壌

統
群

名

三
重

奈
良

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
７

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

継 続 年 数

圃
場

名

愛
知

7
/
1
2

付
表
２
．
畑
圃
場
の
概
要
　
そ
の
７



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴
0
8
0
7
1
2
中

央
農

研
資

料
図

表
.x
ls

付
表

2

作
3

第
作

2
第

作
1

第

兵
庫

8
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1
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加
西

細
粒

黄
色

土
（
蓼

沼
統

）
カ

ン
シ

ョ
（
金

時
）
(8

7
-
9
2
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
輝

緑
）
(9

3
-
9
7

年
)

タ
マ

ネ
ギ

（
も

み
じ

，
淡

路
中

甲
黄

，
O

・
K

黄
）

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)

7
6
-
8
5

1
0

福
部

砂
丘

未
熟

土
（
内

灘
統

）
ダ

イ
コ

ン
（
長

交
春

ま
き

み
の

早
生

，
耐

病
総

太
り

，
春

宮
）

ハ
ク

サ
イ

（
耐

病
6
0
日

）
(7

6
-
8
1
年

)，
ダ

イ
コ

ン
（
耐

病
総

太
り

）
(8

2
-
8
5
年

)

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
6
-
7
7
年

：
1
0
0
0
，

秋
作

7
6
-
7
7
年

：
2
0
0
0
，

秋
作

7
8
-

8
5
年

：
3
0
0
0
）
，

稲
わ

ら
(夏

作
7
6
-
7
7
年

：
3
0
0
，

秋
作

7
6
-
7
7
年

：
6
0
0
，

秋
作

7
8
-
8
5
年

：
9
0
0
）
，

セ
ル

フ
ミ
ン

(夏
作

7
6
-
7
7
年

：
3
0
0
，

秋
作

7
6
-
7
7

年
：
6
0
0
，

秋
作

7
8
-
8
5
年

：
9
0
0
）
，

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
6
-
7
7
年

：
2
0
0
0
，

秋
作

7
6
-
7
7
年

：
4
0
0
0
，

秋
作

7
8
-
8
5
年

：
6
0
0
0
）
，

[稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
6
-
7
7
年

：
1
0
0
0
，

秋
作

7
6
-
7
7
年

：
2
0
0
0
，

秋
作

7
8
-
8
5
年

：
3
0
0
0
）
）
・
ベ

ン
ト
ナ

イ
ト
]

8
4
-
9
4

1
1

橋
本

B
褐

色
森

林
土

造
成

相
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ジ

ュ
ピ

タ
ー

，
ピ

ー
タ

ー
コ

ー
ン

，
キ

ャ
ン

ベ
ラ

9
0
）

ハ
ク

サ
イ

（
千

勝
）
(8

4
-
8
8
・
9
0
-
9
4
年

)，
チ

ン
ゲ

ン
サ

イ
(8

9
年

)

稲
わ

ら
厩

肥
（
夏

作
：
3
0
0
0
）
，

も
み

が
ら

(夏
作

：
1
0
0
0
)，

[稲
わ

ら
厩

肥
（
夏

作
：
6
0
0
0
）
・
深

耕
2
5
cm

]，
[コ

ー
ン

残
さ

（
秋

作
：
2
0
0
0
)・

深
耕

]，
[稲

わ
ら

厩
肥

（
夏

作
9
2
-
9
4
年

：
9
0
0
0
）
・
深

耕
]

9
5
-
9
7

3
橋

本
D

褐
色

森
林

土
造

成
相

ス
イ

ー
ト
コ

ー
ン

（
ピ

ー
タ

ー
コ

ー
ン

）

稲
わ

ら
厩

肥
（
夏

作
9
5
-
9
6
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

9
5
-
9
6
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

9
7

年
：
3
0
0
0
)，

稲
わ

ら
厩

肥
（
夏

作
9
5
-
9
6
年

：
1
0
0
0
0
，

秋
作

9
5
-
9
6
年

：
1
0
0
0
0
，

秋
作

9
7
年

：
2
0
0
0
0
)，

[稲
わ

ら
厩

肥
（
夏

作
9
6
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

9
6
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

9
7
年

：
3
0
0
0
)・

N
P
K

減
肥

]，
[稲

わ
ら

厩
肥

（
夏

作
9
6

年
：
1
0
0
0
0
，

秋
作

9
6
-
9
7
年

：
1
0
0
0
0
)・

N
P
K

減
肥

]，
[稲

わ
ら

厩
肥

（
夏

作
9
5
年

：
1
0
0
0
0
，

夏
作

9
6
年

：
3
0
0
0
，

秋
作

9
5
-
9
6
年

：
2
0
0
0
0
)・

N
P
K

減
肥

]，
[稲

わ
ら

厩
肥

(夏
作

9
5
-
9
6
年

：
3
0
0
0
，

秋
作

9
5
-
9
6
年

：
3
0
0
0
，

秋
作

9
7
年

：
6
0
0
0
)・

深
耕

]

8
6
-
8
8

3
渡

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
十

和
田

統
）

)
年

6
8(

）
号

2
州

伯
り

ど
早

（
ギ

ネ
白

）
号

2
州

伯
良

改
（

ギ
ネ

白

豚
ぷ

ん
堆

肥
(1

5
0
0
)，

泥
炭

（
2
0
0
)，

[完
熟

牛
ふ

ん
厩

肥
（
8
7
-
8
8
年

：
1
0
0
0
）
・
稲

わ
ら

厩
肥

（
8
6
年

：
2
0
0
0
）
・
深

耕
]，

[未
熟

牛
ふ

ん
厩

肥
 

(8
7
-
8
8
年

：
2
0
0
0
）
・
稲

わ
ら

厩
肥

（
8
6
年

：
4
0
0
0
)・

深
耕

]，
[泥

炭
（
2
0
0
)・

深
耕

]

8
9
-
9
1

3
彦

根
褐

色
森

林
土

造
成

相
白

ネ
ギ

（
せ

な
み

）
泥

炭
（
2
0
0
)，

完
熟

牛
ふ

ん
厩

肥
（
1
5
0
0
)，

完
熟

牛
ふ

ん
厩

肥
（
3
0
0
0
)，

[完
熟

牛
ふ

ん
厩

肥
（
：
1
5
0
0
)・

ゼ
オ

ラ
イ

ト
]，

[完
熟

牛
ふ

ん
厩

肥
（
3
0
0
0
)・

ゼ
オ

ラ
イ

ト
]

9
2
-
9
5

4
三

軒
屋

褐
色

森
林

土
造

成
相

白
ネ

ギ
（
吉

蔵
）

稲
わ

ら
厩

肥
(1

5
0
0
)，

稲
わ

ら
厩

肥
(3

0
0
0
)，

稲
わ

ら
厩

肥
(6

0
0
0
)，

泥
炭

(1
0
0
0
)，

 [
稲

わ
ら

厩
肥

(3
0
0
0
)・

ゼ
オ

ラ
イ

ト
]，

[稲
わ

ら
厩

肥
(3

0
0
0
)・

ミ
ネ

ラ
ル

ホ
ウ

素
]

9
6
-
9
7

2
福

部
砂

丘
未

熟
土

（
内

灘
統

）
白

ネ
ギ

（
せ

な
み

）
稲

わ
ら

厩
肥

(1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
厩

肥
(3

0
0
0
)，

稲
わ

ら
厩

肥
(6

0
0
0
)

島
根

7
6
-
9
7

2
2

農
試

（
畑

）
細

粒
黄

色
土

（
鶴

木
山

統
）

ソ
ル

ガ
ム

（
ス

イ
ー

ト
ソ

ル
ガ

ム
）

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

（
マ

ン
モ

ス
）

モ
ミ
ガ

ラ
豚

ぷ
ん

堆
肥

(夏
作

：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

牛
ふ

ん
厩

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

[牛
ふ

ん
厩

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)・

N
P
K

増
肥

]

岡
山

7
6
-
9
7

2
2

神
田

中
粗

粒
黄

色
土

（
大

代
統

）
）

勝
万

（
イ

サ
ク

ハ
）

マ
ジ

デ
（

ョ
シ

イ
レ

バ
稲

わ
ら

堆
肥

(夏
作

：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
(夏

作
：
1
0
0
0
，

冬
作

：
1
0
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)，

広
島

7
6
-
8
2

7
安

芸
津

細
粒

赤
色

土
（
唐

原
統

）
）

号
1

林
農

（
ョ

シ
イ

レ
バ

）
号

1
林

農
（

ョ
シ

イ
レ

バ

稲
わ

ら
堆

肥
(春

作
：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
(春

作
：
7
5
0
，

秋
作

：
7
5
0
)，

と
う

も
ろ

こ
し

残
さ

（
秋

作
7
7
-
8
1
年

：
3
5
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
(春

作
：

3
0
0
0
，

秋
作

：
3
0
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

鶏
ふ

ん
(春

作
：
1
0
0
0
，

冬
作

：
1
0
0
0
)・

N
P
K

減
肥

]

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

鳥
取

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
８

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

継 続 年 数

圃
場

名
土

壌
統

群
名

供
試

作
物 8
/
1
2

付
表
２
．
畑
圃
場
の
概
要
　
そ
の
８



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）
0
8
0
7
1
2
中

央
農

研
資

料
図

表
.x
ls

付
表

2

作
3

第
作

2
第

作
1

第

広
島

8
3
-
8
6

4
世

羅
細

粒
赤

色
土

（
唐

原
統

）
）

ぜ
か

さ
あ

（
ギ

ム
コ

）
日

0
6

病
耐

（
イ

サ
ク

ハ

オ
ガ

ク
ズ

鶏
ふ

ん
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
）
，

バ
ー

グ
堆

肥
(夏

作
：

1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
）
，

オ
ガ

ク
ズ

鶏
ふ

ん
(8

3
年

：
3
0
0
0
）
・
麦

わ
ら

（
5
0
0
)，

 [
オ

ガ
ク

ズ
鶏

ふ
ん

(秋
作

8
3
年

：
6
0
0
0
，

秋
作

8
4
-
8
6
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

8
3
-
8
6
年

：
1
5
0
)・

深
耕

]

山
口

7
7
-
9
7

2
1

氷
上

礫
質

灰
色

台
地

土
（
長

田
統

）
ソ

ル
ゴ

ー
（
マ

ニ
ア

ソ
ル

ゴ
ー

，
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
ソ

ル
ゴ

ー
）
，

皮
オ

オ
ム

ギ
(ダ

イ
セ

ン
ゴ

ー
ル

ド
，

西
海

皮
3
1

号
，

あ
ま

ぎ
二

条
，

ア
サ

カ
ゴ

ー
ル

ド
）

堆
肥

(夏
作

：
7
5
0
，

冬
作

：
7
5
0
）
，

堆
肥

(夏
作

：
1
2
5
0
，

冬
作

：
1
2
5
0
）
，

[堆
肥

(夏
作

：
2
0
0
0
，

冬
作

：
2
0
0
0
）
・
深

耕
]

7
7
-
8
8

1
2

茶
園

（
池

田
）

中
粗

粒
褐

色
森

林
土

（
裏

谷
統

）
茶

（
ヤ

ブ
キ

タ
）

オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

（
7
7
-
7
8
年

：
1
5
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
豚

ふ
ん

堆
肥

（
7
9
-
8
8

年
：
1
5
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

（
7
7
-
7
8
年

：
1
5
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
豚

ふ
ん

堆
肥

（
7
9
-
8
8
年

：
1
5
0
0
）
・
稲

わ
ら

（
7
0
0
)，

鶏
ふ

ん
(5

0
0
)

7
6
-
8
1

6
転

換
砂

地
畑

（
鳴

門
）

中
粗

粒
灰

色
低

地
土

，
斑

紋
な

し
姫

島
統

の
転

換
砂

地
畑

（
里

浦
統

）

）
り

太
総

病
耐

，
蔵

大
（

ン
コ

イ
ダ

）
号

4
1

系
高

（
ョ

シ
ン

カ

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
6
-
7
9
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

7
6
-
7
8
年

：
1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
6
-
7
9
年

：
5
0
0
，

秋
作

7
6
-
7
8
年

：
5
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

(夏
作

7
6
-
7
9
年

：
1
5
0
0
，

冬
作

7
6
-
7
8
年

：
1
5
0
0
）
・
稲

わ
ら

堆
肥

（
夏

作
8
0

年
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

(夏
作

7
6
-
7
9
年

：
5
0
0
，

冬
作

7
6
-
7
8
年

：
5
0
0
）

9
0
-
9
2

3
転

換
砂

地
畑

（
石

井
）

細
粒

灰
色

低
地

土
，

灰
褐

系
（
多

々
良

統
）

の
転

換
砂

地
畑

]
素

ウ
ホ

・
料

肥
質

機
有[

，)
0

0
5

：
作

秋
，

0
0

5
：

作
夏

（
肥

堆
ら

わ
稲

）
り

太
総

病
耐

（
ン

コ
イ

ダ
）

時
金

と
る

な
（

ョ
シ

ン
カ

9
3
-
9
7

5
転

換
砂

地
畑

（
石

井
）

細
粒

灰
色

低
地

土
，

灰
褐

系
（
多

々
良

統
）

の
転

換
砂

地
畑

）
聖

貴
新

，
り

太
総

病
耐

（
ン

コ
イ

ダ
，

）
時

金
と

る
な

（
ョ

シ
ン

カ
オ

ガ
ク

ズ
豚

ぷ
ん

堆
肥

(夏
作

：
5
0
0
，

冬
作

：
5
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

豚
ぷ

ん
堆

肥
(夏

作
9
3
-
9
4
年

：
5
0
0
，

冬
作

9
3
-
9
4
年

：
5
0
0
)・

有
機

質
肥

料
]

8
2
-
9
1

1
0

転
換

畑
（
石

井
）

細
粒

灰
色

低
地

土
，

灰
褐

系
（
多

々
良

統
）

の
転

換
畑

）
ン

モ
ロ

ソ
，

ス
ラ

ト
ア

（
ウ

ソ
ン

レ
ウ

ホ
）

ド
ッ

リ
ブ

イ
ハ

（
ム

ガ
ル

ソ

稲
わ

ら
(夏

作
8
2
-
9
1
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

8
2
-
9
1
年

：
1
5
0
0
)，

作
物

残
さ

，
オ

ガ
ク

ズ
豚

ぷ
ん

堆
肥

(夏
作

8
7
-
9
1
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

8
7
-
9
1
年

：
1
5
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

(夏
作

8
3
-
8
5
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

8
2
-
8
5
年

：
1
5
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
豚

ぷ
ん

堆
肥

（
夏

作
8
6
-
9
1
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

8
6
-
9
1

年
：
1
5
0
0
)・

N
増

肥
]

9
2
-
9
7

6
転

換
畑

（
石

井
）

細
粒

灰
色

低
地

土
，

灰
褐

系
（
多

々
良

統
）

の
転

換
畑

キ
ャ

ベ
ツ

（
お

き
な

）
(9

2
-
9
4
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
カ

ク
テ

ル
9
0
L
）
(9

5
-
9
7
年

)
ニ

ン
ジ

ン
（
向

陽
2
号

）

[有
機

質
肥

料
(9

4
-
9
7
年

)]
，

オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

(1
5
0
0
)，

稲
わ

ら
(夏

作
9
2
-

9
3
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

9
2
-
9
3
年

：
1
5
0
0
)，

作
物

残
さ

(9
2
-
9
3
年

）
，

オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

（
夏

作
：
1
5
0
0
，

秋
作

：
1
5
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

(夏
作

9
2
-
9
3

年
：
1
5
0
0
，

秋
作

9
2
-
9
3
年

：
1
5
0
0
)・

N
増

肥
]，

[オ
ガ

ク
ズ

堆
肥

（
夏

作
9
4
-
9
7
年

：
1
5
0
0
，

秋
作

9
4
-
9
7
年

：
1
5
0
0
)・

有
機

質
肥

料
]

7
7
-
8
2

6
琴

南
細

粒
褐

色
森

林
土

(黒
崎

統
)

キ
ャ

ベ
ツ

（
秋

宝
，

末
広

，
カ

チ
ド

キ
，

湖
月

，
秋

徳
）

キ
ャ

ベ
ツ

（
秋

宝
，

末
広

，
カ

チ
ド

キ
，

湖
月

）
オ

ガ
ク

ズ
牛

ふ
ん

堆
肥

(春
作

：
1
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(春

作
：

3
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(春

作
：
5
0
0
0
)

8
3
-
8
4

2
香

川
細

粒
褐

色
森

林
土

(上
統

)
ダ

イ
コ

ン
（
若

水
）

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(1

0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(3

0
0
0
)

8
5
-
9
7

1
3

仏
生

山
3

中
粗

粒
褐

色
森

林
土

(裏
谷

統
）

ダ
イ

コ
ン

（
耐

病
総

太
り

）
オ

ガ
ク

ズ
牛

ふ
ん

堆
肥

（
8
5
-
8
6
・
8
8
-
9
7
年

：
1
0
0
0
，

8
7
年

：
3
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(3

0
0
0
)

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
９

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

継 続 年 数

圃
場

名
土

壌
統

群
名

供
試

作
物

徳
島

香
川

9
/
1
2

付
表
２
．
畑
圃
場
の
概
要
　
そ
の
９



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴
0
8
0
7
1
2
中

央
農

研
資

料
図

表
.x
ls

付
表

2

作
3

第
作

2
第

作
1

第

7
7
-
9
3

1
7

入
野

１
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
大

川
口

統
）

)
年

4
8(

ギ
ム

イ
ラ

，)
年

3
8

-
7

7(
）

進
前

（
ク

バ
ン

エ
）

種
来

在
（

ン
ー

コ
ト

ー
イ

ス

稲
わ

ら
堆

肥
(夏

作
7
8
-
9
3
年

：
2
0
0
0
，

冬
作

7
7
-
8
4
年

：
2
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
7
7
-
9
3
年

：
2
0
0
0
，

冬
作

7
7
-
8
4
年

：
2
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
7
7
-
9
3
年

：
4
0
0
0
，

冬
作

7
7
-
8
4
年

：
4
0
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
）
(夏

作
7
7
-
9
3
年

：
2
0
0
0
，

冬
作

7
7
-
8
4
年

：
2
0
0
0
)・

よ
う

り
ん

]

9
5
-
9
7

3
入

野
2

表
層

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
大

川
口

統
）

）
0

1
6

ン
ー

コ
ー

タ
ー

ピ
（

ン
ー

コ
ト

ー
イ

ス
）

宝
天

（
ン

コ
イ

ダ
稲

わ
ら

堆
肥

（
春

作
：
2
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
（
春

作
：
2
0
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
（
春

作
：
2
0
0
0
)・

過
リ
ン

酸
石

灰
]

9
1
-
9
7

7
廿

枝
（
ブ

ロ
ッ

コ
リ
ー

）
礫

質
灰

色
低

地
土

，
灰

色
系

（
久

世
田

統
）

ブ
ロ

ッ
コ

リ
ー

（
直

緑
2
8
号

）
稲

わ
ら

（
5
0
0
)，

稲
わ

ら
(1

0
0
0
)，

[稲
わ

ら
（
1
0
0
0
）
・
有

機
質

肥
料

]

7
7
-
9
0

1
4

伊
野

礫
質

褐
色

森
林

土
（
岩

屋
統

）
キ

ャ
ベ

ツ
（
大

御
所

）
稲

わ
ら

(7
5
0
)，

バ
ー

ク
堆

肥
（
7
5
0
）
・
稲

わ
ら

（
7
5
0
)

7
6
-
9
0

1
5

仁
淀

細
粒

褐
色

森
林

土
（
岳

辺
田

統
）

茶
（
お

く
む

さ
）

稲
わ

ら
(1

5
0
0
)，

樹
皮

粗
材

（
7
6
-
7
9
年

：
1
5
0
0
）
・
バ

ー
ク

堆
肥

（
8
0
-
9
0

年
：
1
5
0
0
)，

[樹
皮

粗
材

（
7
6
-
7
9
年

：
1
5
0
0
）
・
バ

ー
ク

堆
肥

（
8
0
-
9
0
年

：
1
5
0
0
)・

有
機

質
肥

料
]

7
6
-
7
9

4
小

森
野

中
粗

粒
褐

色
低

地
土

（
芝

統
）

)
年

6
7(

ウ
ソ

ン
レ

ウ
ホ

ン
ジ

ン
ニ

堆
肥

(1
5
0
0
)，

堆
肥

(3
0
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(1

5
0
0
)，

[牛
ふ

ん
堆

肥
(1

5
0
0
)・

深
耕

]

8
0
-
8
3

4
天

山
表

層
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
大

川
口

統
）

バ
レ

イ
シ

ョ
（
タ

チ
バ

ナ
）

牛
ふ

ん
堆

肥
（
1
5
0
0
）
，

牛
ふ

ん
堆

肥
(3

0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
堆

肥
（
1
5
0
0
)・

深
耕

]

8
3
-
9
7

1
5

吉
木

中
粗

粒
黄

色
土

造
成

相

ダ
イ

ズ
（
フ

ク
ユ

タ
カ

）
(8

3
・
8
4
・
8
6
・
8
7
・
8
9
-
9
4
年

)，
カ

ン
シ

ョ
（
ト
サ

ベ
ニ

）
(8

5
・
8
8
年

)，
カ

ボ
チ

ャ
（
え

び
す

，
つ

る
な

し
や

っ
こ

）
(9

6
・
9
7
年

)

秋
播

コ
ム

ギ
（
チ

ク
シ

コ
ム

ギ
，

ニ
シ

カ
ゼ

コ
ム

ギ
）

(8
3
・
8
6
・
8
8
-
9
4
年

)，
バ

レ
イ

シ
ョ
（
メ

ー
ク

イ
ン

）
(8

5
年

)，
二

条
オ

オ
ム

ギ
（
天

城
2
条

，
イ

シ
ュ

ク
シ

ラ
ズ

）
(8

4
・
8
7
年

)，
キ

ャ
ベ

ツ
（
豊

光
）
(9

5
-
9
7

年
)

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
5
-
9
4
年

：
1
0
0
0
，

冬
作

8
3
-
9
4
年

：
1
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
5
-
9
4
年

：
2
0
0
0
，

冬
作

8
3
-
9
4

年
：
2
0
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
8
5
年

：
1
0
0
0
，

夏
作

8
6
-
9
7

年
：
2
0
0
0
，

冬
作

8
3
-
8
4
年

：
1
0
0
0
，

冬
作

8
5
-
9
7
年

：
2
0
0
0
)・

深
耕

]，
オ

ガ
ク

ズ
牛

ふ
ん

堆
肥

(夏
作

9
6
-
9
7
年

：
1
0
0
0
，

冬
作

9
5
-
9
7
年

：
3
0
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
9
6
-
9
7
年

：
1
0
0
0
，

冬
作

9
5
-
9
7
年

：
4
5
0
0
)

7
7
-
8
1

5

上
場

営
農

セ
ン

タ
ー

（
旧

畑
作

試
験

場
）

細
粒

黄
色

土
（
赤

山
統

）
）

配
交

井
石

（
ツ

ベ
ャ

キ
）

島
出

（
ョ

シ
イ

レ
バ

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
堆

肥
（
1
5
0
0
)，

オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
厩

肥
（
3
0
0
0
)，

[オ
ガ

ク
ズ

牛
ふ

ん
厩

肥
（
1
5
0
0
)・

P
増

肥
]

7
8
-
8
1

4
茶

業
試

験
場

細
粒

黄
色

土
（
赤

山
統

）
茶

（
ヤ

ブ
キ

タ
）

バ
ー

ク
堆

肥
（
1
5
0
0
)，

バ
ー

ク
堆

肥
（
5
0
0
0
)，

バ
ー

ク
堆

肥
（
1
5
0
0
）
・
ア

ミ
ノ

酸
発

酵
粕

（
1
1
2
0
～

1
4
0
0
)

長
崎

7
9
-
9
7

1
9

諫
早

試
験

地
細

粒
黄

色
土

（
大

原
統

）

バ
レ

イ
シ

ョ
（
出

島
）
（
7
9
・
8
1
・
8
3
・
8
5
・
8
7
・
8
9
・
9
1
・
9
3
・

9
5
・
9
7
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ゴ

ー
ル

デ
ン

ク
ロ

ス
バ

ン
タ

ム
）
(8

0
・
8
2
・
8
4
年

)，
デ

ン
ト
コ

ー
ン

（
雪

印
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
）
(8

6
・
8
8
・
9
0
・
9
2
・
9
4
・
9
6
年

)

バ
レ

イ
シ

ョ
（
デ

ジ
マ

）

[も
み

が
ら

牛
ふ

ん
堆

肥
(春

作
：
1
0
0
0
，

秋
作

7
9
・
8
1
・
8
3
・
8
5
・
8
7
・
8
9
・

9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7
年

：
1
0
0
0
)・

も
み

が
ら

牛
ふ

ん
(秋

作
8
0
・
8
2
・
8
4
・
8
6
・

8
8
・
9
0
・
9
2
・
9
4
・
9
6
年

：
1
0
0
0
）
・
N

P
K

無
施

用
]，

も
み

が
ら

牛
ふ

ん
堆

肥
(春

作
：
2
0
0
0
，

秋
作

7
9
・
8
1
・
8
3
・
8
5
・
8
7
・
8
9
・
9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7
年

：
2
0
0
0
)・

も
み

が
ら

牛
ふ

ん
(秋

作
8
0
・
8
2
・
8
4
・
8
6
・
8
8
・
9
0
・
9
2
・
9
4
・
9
6

年
：
2
0
0
0
）
，

[も
み

が
ら

牛
ふ

ん
堆

肥
(春

作
：
3
0
0
0
，

秋
作

7
9
・
8
1
・
8
3
・

8
5
・
8
7
・
8
9
・
9
1
・
9
3
・
9
5
・
9
7
年

：
1
0
0
0
)・

も
み

が
ら

牛
ふ

ん
(秋

作
8
0
・

8
2
・
8
4
・
8
6
・
8
8
・
9
0
・
9
2
・
9
4
・
9
6
年

：
1
0
0
0
）
・
深

耕
]

圃
場

名
土

壌
統

群
名

供
試

作
物

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

継 続 年 数

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
１

０

福
岡

佐
賀

高
知

愛
媛

1
0
/
1
2

付
表
２
．
畑
圃
場
の
概
要
　
そ
の
10



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）
0
8
0
7
1
2
中

央
農

研
資

料
図

表
.x
ls

付
表

2

作
3

第
作

2
第

作
1

第

長
崎

8
1
-
9
7

1
7

東
彼

杵
試

験
地

細
粒

赤
色

土
（
新

谷
統

）
茶

（
ヤ

ブ
キ

タ
）

ス
ス

キ
（
1
0
0
0
)，

ス
ス

キ
（
2
0
0
0
)，

[ス
ス

キ
(8

1
-
8
3
年

：
2
0
0
0
，

8
4
-
9
7
年

：
1
0
0
0
)・

有
機

質
肥

料
]，

稲
わ

ら
(1

0
0
0
,)
，

ス
ス

キ
(8

1
-
8
3
年

：
2
0
0
0
）
・
牛

ふ
ん

厩
肥

（
8
4
-
9
7
年

：
2
0
0
0
)

熊
本

7
7
-
8
7

1
1

合
志

厚
層

多
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
畑

谷
統

）
デ

ン
ト
コ

ー
ン

（
パ

イ
オ

ニ
ア

特
2
号

，
ス

ノ
ー

デ
ン

ト
，

パ
ワ

ー
デ

ン
ト
5
1
2
0
）

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

（
ワ

セ
ユ

タ
カ

，
ワ

セ
ア

オ
バ

）

乾
燥

牛
ふ

ん
(夏

作
7
7
-
7
9
年

：
1
0
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
乾

燥
豚

ぷ
ん

（
夏

作
8
0
-
8
6
年

：
1
0
0
0
）
・
乾

燥
牛

ふ
ん

（
冬

作
7
7
-
7
9
年

：
1
0
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
乾

燥
豚

ぷ
ん

（
冬

作
8
0
-
8
7
年

：
1
0
0
0
)，

乾
燥

牛
ふ

ん
(夏

作
7
7
-
7
9
年

：
2
0
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
乾

燥
豚

ぷ
ん

（
夏

作
8
0
-
8
6
年

：
2
0
0
0
）
・
乾

燥
牛

ふ
ん

（
冬

作
7
7
-
7
9
年

：
2
0
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
乾

燥
豚

ぷ
ん

（
冬

作
8
0
-
8
7
年

：
2
0
0
0
)，

[乾
燥

牛
ふ

ん
(夏

作
7
7
-
7
9
年

：
3
0
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
乾

燥
豚

ぷ
ん

（
夏

作
8
0
-
8
6
年

：
3
0
0
0
）
・
乾

燥
牛

ふ
ん

（
冬

作
7
7
-
7
9
年

：
3
0
0
0
）
・
オ

ガ
ク

ズ
乾

燥
豚

ぷ
ん

（
冬

作
8
0
-
8
7
年

：
3
0
0
0
)・

N
P
K

減
肥

]

大
分

7
6
-
9
7

2
2

宇
佐

（
畑

）
細

粒
褐

色
森

林
土

（
貝

原
統

）
ソ

ル
ガ

ム
（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ト
，

パ
イ

オ
ニ

ア
）
，

ハ
ダ

カ
ム

ギ
（
ベ

ニ
ハ

ダ
カ

）
(7

6
-
8
2
年

)，
コ

ム
ギ

(ベ
ニ

ハ
ダ

カ
，

ニ
シ

カ
ゼ

コ
ム

ギ
，

チ
ク

ゴ
イ

ズ
ミ
）
(8

7
-
9
6
年

)

牛
ふ

ん
尿

バ
ー

ク
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

牛
ふ

ん
尿

バ
ー

ク
堆

肥
(夏

作
：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)，

麦
わ

ら
(夏

作
：
4
0
0
)，

[牛
ふ

ん
尿

バ
ー

ク
堆

肥
(夏

作
：
6
0
0
0
，

冬
作

：
6
0
0
0
)・

N
P
K

無
施

用
]

宮
崎

7
6
-
9
7

2
2

川
南

表
層

多
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
郷

原
統

）
ソ

ル
ゴ

ー
（
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
）
(9

4
-
9
7
年

)，
カ

ン
シ

ョ
（
ミ
ナ

ミ
ユ

タ
カ

，
コ

ガ
ネ

セ
ン

ガ
ン

，
コ

ト
ブ

キ
）
(7

6
-
9
3
年

)
イ

タ
リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

（
ワ

セ
ユ

タ
カ

）
(8

3
-
9
6

年
)，

秋
播

コ
ム

ギ
（
農

林
6
0
)(
7
6
-
8
2
年

)

稲
麦

わ
ら

堆
肥

(冬
作

：
1
5
0
0
，

夏
作

：
1
5
0
0
)，

稲
麦

わ
ら

堆
肥

(夏
作

：
2
0
0
0
，

冬
作

：
2
0
0
0
)，

[稲
麦

わ
ら

堆
肥

(夏
作

：
1
0
0
0
，

冬
作

：
1
0
0
0
)・

苦
土

石
灰

増
量

・
よ

う
り

ん
]

7
6
-
8
1

6
川

辺
厚

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
久

米
川

統
）

ロ
ー

ズ
グ

ラ
ス

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

（
ワ

セ
ヒ

カ
リ
，

ワ
セ

ユ
タ

カ
）

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：

3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
尿

(夏
作

7
6
-
7
7
年

：
6
0
0
0
，

夏
作

7
8
-
8
1

年
：
3
0
0
0
，

冬
作

7
5
年

：
6
0
0
0
，

冬
作

7
6
-
8
1
年

：
3
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]，
[牛

ふ
ん

尿
(夏

作
7
6
-
7
7
年

：
1
2
0
0
0
，

夏
作

7
8
-
8
1
年

：
6
0
0
0
，

冬
作

7
5
年

：
1
2
0
0
0
，

冬
作

7
6
-
8
1
年

：
6
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]

8
2
-
8
7

6
知

覧
厚

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
久

米
川

統
）

ソ
ル

ガ
ム

(8
2
・
8
3
年

)，
ロ

ー
ズ

グ
ラ

ス
(8

4
年

)，
ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

(8
5
-
8
7
年

)
イ

タ
リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：

3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
尿

(夏
作

：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]，
[牛

ふ
ん

尿
(夏

作
：
6
0
0
0
，

冬
作

：
6
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]

7
7
-
8
0

4
大

崎
厚

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
久

米
川

統
）

ロ
ー

ズ
グ

ラ
ス

イ
タ

リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

（
ワ

セ
ヒ

カ
リ
，

ワ
セ

ユ
タ

カ
）

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：

3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
尿

(夏
作

：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]，
[牛

ふ
ん

尿
(夏

作
：
6
0
0
0
，

冬
作

：
6
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]

8
1
-
8
7

7
鹿

屋
厚

層
多

腐
植

質
黒

ボ
ク

土
（
久

米
川

統
）

青
刈

ソ
ル

ガ
ム

(8
2
-
8
4
年

)，
ギ

ニ
ア

グ
ラ

ス
(8

5
-
8
7
年

)
イ

タ
リ
ア

ン
ラ

イ
グ

ラ
ス

（
マ

ン
モ

ス
）
(8

1
～

8
7
)

牛
ふ

ん
堆

肥
（
夏

作
：
1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
0
0
)，

牛
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：

3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)，

[牛
ふ

ん
尿

(夏
作

：
3
0
0
0
，

冬
作

：
3
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]，
[牛

ふ
ん

尿
(夏

作
：
6
0
0
0
，

冬
作

：
6
0
0
0
)・

N
K

減
肥

]

8
8
-
9
7

1
0

串
良

厚
層

多
腐

植
質

黒
ボ

ク
土

（
久

米
川

統
）

サ
ト
イ

モ
（
大

吉
）
(8

8
年

)，
カ

ン
シ

ョ
（
コ

ガ
ネ

セ
ン

ガ
ン

）
(8

9
-
9
7
年

)

キ
ャ

ベ
ツ

（
秋

蒔
早

生
）
(8

8
年

)，
秋

播
コ

ム
ギ

（
ア

イ
ラ

コ
ム

ギ
）
(8

9
-
9
2
年

)，
オ

オ
ム

ギ
（
ニ

シ
ノ

チ
カ

ラ
）
(9

3
-
9
7
年

)

[豚
ぷ

ん
堆

肥
（
夏

作
：
3
9
9
～

6
0
0
0
，

冬
作

：
3
3
1
～

3
8
0
0
)・

N
P
K

無
施

用
]，

[豚
ぷ

ん
堆

肥
（
夏

作
：
2
1
3
0
～

5
3
0
0
，

冬
作

：
1
3
6
0
～

7
6
0
0
)・

N
P
K

無
施

用
]，

[鶏
ふ

ん
堆

肥
(夏

作
：
3
7
2
～

1
0
0
0
，

冬
作

：
3
2
7
～

7
5
0
）
・
N

P
K

無
施

用
]，

豚
ぷ

ん
堆

肥
(夏

作
：
2
0
0
～

1
5
0
0
，

冬
作

：
1
5
3

～
1
5
0
0
)

沖
縄

8
1
-
8
6

6
ジ

ャ
ー

ガ
ル

調
査

灰
色

台
地

土
，

石
灰

質
（
稲

嶺
統

）
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
N

C
o
3
1
0
）

促
成

堆
肥

（
野

草
）
（
夏

作
8
1
年

：
3
0
0
0
）
・
バ

ガ
ス

堆
肥

（
夏

作
8
3
年

：
3
5
0
0
）
・
牛

ふ
ん

堆
肥

（
夏

作
8
6
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

8
3
年

：
4
5
0
0
)，

[促
成

堆
肥

（
野

草
）
（
夏

作
8
1
年

：
3
0
0
0
）
・
バ

ガ
ス

堆
肥

（
夏

作
8
3
年

：
3
5
0
0
）
・

牛
ふ

ん
堆

肥
（
夏

作
8
6
年

：
3
0
0
0
，

冬
作

8
3
年

：
4
5
0
0
)・

深
耕

]

継 続 年 数

供
試

作
物

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
１

１

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

鹿
児

島

圃
場

名
土

壌
統

群
名

1
1
/
1
2

付
表
２
．
畑
圃
場
の
概
要
　
そ
の
11



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

0
8
0
7
1
2
中

央
農

研
資

料
図

表
.x
ls

付
表

2

作
3

第
作

2
第

作
1

第

8
2

1
国

頭
マ

ー
ジ

調
査

細
粒

黄
色

土
（
矢

田
統

）
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
N

C
o
3
1
0
）

バ
ガ

ス
堆

肥
(3

0
0
0
)，

[バ
ガ

ス
堆

肥
(3

0
0
0
)・

深
耕

]

8
2

1
島

尻
マ

ー
ジ

調
査

細
粒

暗
赤

色
土

（
多

良
間

統
）

サ
ト
ウ

キ
ビ

（
N

C
o
3
1
0
）

バ
ガ

ス
堆

肥
（
3
0
0
0
)，

[バ
ガ

ス
堆

肥
（
3
0
0
0
)・

深
耕

]

8
6
-
9
7

1
2

農
試

化
学

部
灰

色
台

地
土

，
石

灰
質

（
稲

嶺
統

）
サ

ト
ウ

キ
ビ

（
N

C
o
3
1
0
）
(8

6
-
9
5
年

)，
ス

イ
ー

ト
コ

ー
ン

（
ピ

ー
タ

ー
6
1
0
）
(9

6
・
9
7
年

)

牛
ふ

ん
厩

肥
（
夏

作
8
6
-
9
6
年

：
3
0
0
0
，

夏
作

9
7
年

：
2
5
0
0
)，

緑
肥

（
ク

ロ
タ

ラ
リ
ア

）
(夏

作
8
6
-
8
8
・
9
2
年

：
1
3
1
～

2
8
0
0
)，

[牛
ふ

ん
厩

肥
（
夏

作
9
3
-
9
7
年

：
3
0
0
0
)・

N
減

肥
]，

[緑
肥

（
ク

ロ
タ

ラ
リ
ア

）
(夏

作
9
6
-
9
7
年

：
8
3
3
～

1
1
0
0
)・

N
減

肥
]，

[牛
ふ

ん
厩

肥
(夏

作
8
6
-
9
6
年

：
3
0
0
0
，

夏
作

9
7
年

：
2
5
0
0
）
・
緑

肥
（
ク

ロ
タ

ラ
リ
ア

）
（
夏

作
8
6
-
9
2
年

：
1
3
1
-
7
8
9
）
・
深

耕
]

沖
縄

圃
場

名
土

壌
統

群
名

供
試

作
物

都
道

府
県

名

試
験

年
次

（
西

暦
1
9
0
0
年

代
の

末
尾

2
桁

）

継 続 年 数

有
機

質
資

材
施

用
区

で
の

資
材

の
種

類
と

投
入

量
[k

g/
1
0
a]

　
　

た
だ

し
，

( 
)は

施
用

時
期

と
投

入
量

を
，

ま
た

[ 
]は

有
機

質
資

材
施

用
以

外
に

標
準

施
肥

区
と

は
異

な
っ

た
土

壌
・
肥

培
管

理
を

施
し

た
処

理
区

を
示

す
．

付
表

２
．

畑
圃

場
の

概
要

　
そ

の
１

１

1
2
/
1
2



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴



�0 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

2/49

................................................................................................................................................................................................... 2

1. ................................................................................................................................................................................. 3

1.1. ...................................................................................................................................................................3

1.2. ....................................................................................................................................................3

1.3. .......................................................................................................................................................................3

2. ................................................................................................................. 4

2.1. ..............................................................................................................................................................4

2.2. ...........................................................................................................................................................................5

3. .............................................................................................................................................................. 6

3.1. .............................................................................................................................................6

3.2. ..........................................................................................................................................11

3.3. .....................................................................................................................................17

3.4. ......................................................................................................................................30

4. ...............................................................................................................................................................................31

4.1. ................................................................................................................................31

4.2. ..............................................................................................................33

4.3. ..................................................................................................................................................35

4.4. .............................................................................................................................................................37

4.5. .............................................................................................................................................................39

4.6. ...............................................................................................................................40

4.7. .....................................................................................................................................................41

5. .........................................................................................................................................................................42

5.1. ..........................................42

5.2. ........................................................................................................................46

5.3. qemu ................................................................................................................................................48

Windows

40

41

41

41

41

42

42

43

44

44

49

55

68

69

69

71

73

75

77

78

79

80

80

84

86

3/49

1.

1.1.

1.2.

1.3.

はじめに



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

2/49

................................................................................................................................................................................................... 2

1. ................................................................................................................................................................................. 3

1.1. ...................................................................................................................................................................3

1.2. ....................................................................................................................................................3

1.3. .......................................................................................................................................................................3

2. ................................................................................................................. 4

2.1. ..............................................................................................................................................................4

2.2. ...........................................................................................................................................................................5

3. .............................................................................................................................................................. 6

3.1. .............................................................................................................................................6

3.2. ..........................................................................................................................................11

3.3. .....................................................................................................................................17

3.4. ......................................................................................................................................30

4. ...............................................................................................................................................................................31

4.1. ................................................................................................................................31

4.2. ..............................................................................................................33

4.3. ..................................................................................................................................................35

4.4. .............................................................................................................................................................37

4.5. .............................................................................................................................................................39

4.6. ...............................................................................................................................40

4.7. .....................................................................................................................................................41

5. .........................................................................................................................................................................42

5.1. ..........................................42

5.2. ........................................................................................................................46

5.3. qemu ................................................................................................................................................48

Windows

3/49

1.

1.1.

1.2.

1.3.

はじめに



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
4/49

2.

2.1.

基準点調査データベース検索システムについて

など

など

.
5/49

2.2.

2.2.1.

2.2.2.

2.2.3.

2.2.4.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
4/49

2.

2.1.

基準点調査データベース検索システムについて

など

など

.
5/49

2.2.

2.2.1.

2.2.2.

2.2.3.

2.2.4.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
6/49

3.

3.1.

3.1.1.

3.1.2.

検索システムの起動

.
7/49

3.1.3.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
6/49

3.

3.1.

3.1.1.

3.1.2.

検索システムの起動

.
7/49

3.1.3.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
8/49 9/49



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
8/49 9/49



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
10/49

3.1.4.

>

3.1.5.

.
11/49

3.2.

3.2.1.

3.2.2.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
10/49

3.1.4.

>

3.1.5.

.
11/49

3.2.

3.2.1.

3.2.2.



�0 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
12/49

.
13/49

3.2.3.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
12/49

.
13/49

3.2.3.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
14/49

.
15/49

3.2.4.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
14/49

.
15/49

3.2.4.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
16/49

>

3.2.5.

.
17/49

3.3.

3.3.1.

3.3.2.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
16/49

>

3.2.5.

.
17/49

3.3.

3.3.1.

3.3.2.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
18/49

3.3.3.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
18/49

3.3.3.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
20/49

3.3.4.

3.3.5.

.
21/49

3.3.6.

3.3.7.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
20/49

3.3.4.

3.3.5.

.
21/49

3.3.6.

3.3.7.



�0 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

22/49

3.3.8.

.
23/49

3.3.9.

3.3.10.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

22/49

3.3.8.

.
23/49

3.3.9.

3.3.10.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
24/49

3.3.11.

3.3.12.

.
25/49



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
24/49

3.3.11.

3.3.12.

.
25/49



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
26/49 .

27/49



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
26/49 .

27/49



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
28/49

.
29/49

3.3.13.

3.3.14.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
28/49

.
29/49

3.3.13.

3.3.14.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
30/49

3.3.15.

3.4.

3.4.1.

3.4.2.

.
31/49

4.

4.1.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
30/49

3.3.15.

3.4.

3.4.1.

3.4.2.

.
31/49

4.

4.1.



�0 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
32/49

.
33/49

4.2.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
32/49

.
33/49

4.2.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
34/49

.
35/49

4.3.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
34/49

.
35/49

4.3.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
36/49

.
37/49

4.4.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
36/49

.
37/49

4.4.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
38/49

.
39/49

4.5.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
38/49

.
39/49

4.5.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
40/49

4.6.

.
41/49

4.7.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
40/49

4.6.

.
41/49

4.7.



�0 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
42/49



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
42/49

.
43/49

5.

5.1.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
44/49

.
45/49



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
44/49

.
45/49



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
46/49

5.2.

5.2.1.

.
47/49

5.2.2.



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
46/49

5.2.

5.2.1.

.
47/49

5.2.2.



�� 中央農業総合研究センター研究資料　第 8号（2008.…9）

.
48/49

5.3.

5.3.1.

5.3.2.

.
49/49



��草場　敬・石岡　厳：土壌環境基礎調査基準点調査データベースの概要とデータ群の特徴

.
48/49

5.3.

5.3.1.

5.3.2.

.
49/49




